
虚

無

主

義

者

の

再

生

ト
ト
ト
一
九
二

O
年
仇
中
園
思
想
界
の
一
動
向
|
|

森

紀

子

は

じ

め
t

に

}

一
、
朱
謙
之
の
思
想
遁
歴

二
、
虚
無
主
義
者
の
再
生

温
『
革
命
哲
皐
』

「
唯
情
哲
皐
」
の
主
張

わ

り

に

お b

- 57ー

は も

じ

め

中
園
近
代
史
に
お
い
て
、
朱
謙
之
の
名
前
は
、
底
無
主
義
者
、
な
い
し
は
青
年
時
代
の
毛
津
東
に
影
響
を
興
え
た
無
政
府
主
義
者
と
し
て
有

ハ
1
)

名
で
あ
る
。
毛
津
東
は
エ
ド
ガ
l

・
ス
ノ
ー
に
次
の
よ
う
な
回
憶
を
語
っ
て
い
る
。

p

私
は
無
政
府
論
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
い
く
つ
か
讃
み
、
相
嘗
な
影
響
を
う
け
ま
し
た
。
よ
く
訪
ね
て
き
た
朱
謙
之
と
い
う
事
生

と
、
し
ば
し
ば
無
政
府
主
義
と
中
園
に
お
け
る
そ
の
寅
現
性
に
つ
い
て
論
じ
ま
し
た
。

毛
津
東
の
こ
の
こ
と
ば
は
、
朱
謙
之
の
名
前
を
無
政
府
主
義
者
と
し
て
定
着
さ
せ
る
の
に
預
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
一
九

二

O
年
嘗
時
の
彼
は
『
北
京
大
事
事
生
週
刊
』
に
「
務
働
節
的
祝
詞
」
「
無
政
府
革
命
的
意
義
」
な
ど
の
文
章
を
護
表
、
ま
た
北
京
大
撃
の
無

57 
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政
府
主
義
グ
ル
ー
プ
の
機
関
誌
『
奮
闘
』
に
は

A
-
A
の
署
名
で
執
筆
し
、
互
助
圏
の
同
志
と
革
命
宣
俸
の
ビ
ラ
ま
き
を
し
た
あ
げ
く
、
三
カ

月
半
の
投
獄
と
い
う
憂
き
目
に
も
あ
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、

『
新
青
年
』
涯
と
し
て
、
近
代
的
手
法
に
よ
る
圏
故
整
理
を
主
張
す
る
周
作
人
は
、

一
九
二
二
年
、
近
日
の
憂
う
ベ

き
「
園
粋
主
義
勃
興
的
局
面
」
の
一
つ
と
し
て
朱
謙
之
の
「
古
事
」
を
奉
げ
、
衣
の
よ
う
に
警
戒
の
念
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
の
思
想
界
の
現
般
に
鑑
み
、
賂
来
の
趨
勢
を
推
し
量
っ
て
み
れ
ば
、
深
く
危
倶
の
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
も
、
私
の

み
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
国
粋
主
義
勃
興
の
局
面
で
あ
り
、
そ
の
必
然
的
な
ふ
た
つ
の
傾
向
は
復
古
と
排
外
だ
か
ら
で
あ
る
。
・
:
:
・
最
も
重

要
な
の
は
新
た
に
起
こ
っ
た
例
の
事
ど
も
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
北
京
上
海
の
各
所
で
孔
門
の
瞳
柴
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
朱

謙
之
君
の
講
ず
る
「
古
事
」
、
梅
、
胡
諸
君
の
『
事
衡
』
、
最
後
に
章
太
炎
先
生
の
議
事
。
:
:
:
現
在
の
あ
ら
ゆ
る
国
粋
主
義
の
運
動
は
、

大
抵
、
新
文
拳
に
射
す
る
あ
る
種
の
反
抗
で
あ
る
。
し
か
し
私
が
思
う
に
、
今
後
は
き
っ
と
や
や
色
合
い
を
獲
え
、
国
家
の
停
統
主
義

(
2〉

と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
異
文
化
に
射
す
る
反
抗
の
意
味
を
含
む
の
で
あ
る
。

無
政
府
主
義
の
主
張
と
国
粋
主
義
の
「
古
事
」
の
主
張
、
朱
謙
之
が
同
時
代
人
に
興
え
た
、

だ
思
想
遍
歴
の
軌
跡
が
も
た
ら
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
思
想
内
容
の
雑
多
性
は
、
嘗
時
の
思
想
界
の
縮
圃
と
も
み
な
せ
る
の
で
あ

か
よ
う
に
多
面
的
な
印
象
は
、
彼
の
振
幅
に
富
ん

- 58ー

る
。
本
稿
で
は
、
彼
の
思
想
の
到
達
貼
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
唯
情
哲
事
」

へ
の
過
程
に
焦
黙
を
あ
て
、
そ
の
多
彩
な
交
友
関
係
と
と
も
に
、

九
二

0
年
代
の
中
園
思
想
界
の
一
つ
の
動
向
を
探
っ
て
み
た
い
。

て
朱
謙
之
の
思
想
遍
歴

朱
謙
之
に
は
自
俸
的
著
作
が
い
く
つ
か
あ
る
。
早
く
に
は
一
九
二
三
年
に
「
虚
無
主
義
者
的
再
生
」
(
『
民
鍔
』
四
巻
四
鋭
〉
が
護
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
彼
の
思
想
的
遍
歴
を
自
ら
表
白
し
た
も
の
と
し
て
興
味
深
い
文
章
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
一
九
二
八
年
の
『
回
憶
』
(
現
代
書
局
)
、

一
九
四
六
年
の
『
奮
闘
品
川
年
』
(
園
立
中
山
大
皐
史
皐
研
究
曾
〉
が
あ
る
が
、
の
ち
に
こ
れ
ら
を
下
地
と
し
て
「
世
界
観
的
轄
獲
|
|
七
十
自
述
」



(
『
中
園
哲
援
す
』
一一一
J
六
期
、
一
九
八
O
、
八
一
年
〉
が
書
か
れ
た
。

一
九
一
八
J
一
九
二
三
年
を
虚

(
3
)
 

無

主

義

、

一

九

二

七

J
一
九
三
二
年
を
歴
史
主
義
、
一
九
三
二
年
か
ら
を
文
化
主
義
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
-
本
稿
の
関
心
は
さ
し
あ
た
っ
て
前
半
の
虚
無
主
義
と
唯
情
主
義
に
あ
る
。
以
下
、
i

彼
の
思
想
形
成
を
略
俸
的
に
お
っ
て
み
よ
う
。

朱
謙
之
は
一
八
九
九
年
、
一
踊
州
の
喉
醤
の
家
に
生
れ
た
。
し
か
し
、
十
三
歳
ま
で
に
母
、
父
、
妹
と
立
て
績
け
に
肉
親
の
死
に
直
面
さ
せ
ら

れ
、
こ
れ
が
青
年
期
の
厭
世
主
義
、
悲
観
主
義
の
遠
因
と
な
っ
た
と
自
ら
述
べ
て
い
る
。
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
六
年
に
か
け
、
省
立
第
一

中
事
で
事
ん
だ
が
、
『
中
園
上
古
史
』
円
英
雄
崇
拝
論
』
等
を
書
き
、
時
に
「
民
生
報
」
「
去
蕎
鍾
局
報
」
に
投
稿
す
る
な
ど
、
活
設
な
執
筆

活
動
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
卒
業
後
は
、
格
致
書
院
で
半
年
英
文
を
事
ん
だ
が
、

2
示
品
轍
綾
縄
論
』
を
著
し
そ
教
義
批
剣
を
す
る
な
ど
、

教
舎
撃
校
と
は
そ
り
が
合
わ
ず
、
一
九
一
七
年
の
夏
、
北
京
大
事
の
法
議
科
に
入
事
し
た
。
彼
。
本
格
的
な
思
想
形
成
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

そ
の
い
う
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
彼
は
自
分
の
思
想
遍
歴
を
次
の
よ
う
に
時
期
区
分
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二
一
二
、
je--L
九
二
八
年
を
唯
情
主
義
、

彼
に
と
っ
て
、
一
察
元
培
校
長
の
下
に
あ
る
北
京
大
事
は
、
拳
術
思
想
の
自
由
と
便
宜
を
輿
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
授
業
を
よ
そ
に

ひ
た
す
ら
圃
書
館
に
入
り
、
浸
っ
て
い
た
彼
の
讃
書
量
の
多
さ
は
俸
説
的
で
す
ら
あ
る
。
嘗
時
、
北
京
大
事
国
書
館
の
主
任
は
李
大
剣
で
あ
り
、

助
理
は
毛
湾
東
で
あ
っ
た
。
李
に
よ
れ
ば
、
朱
謙
之
は
圃
書
館
の
頭
書
の
三
分
の
二
は
誼
破
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
、
毛
津
東
は
彼
が
や

(

4

)

 

っ
て
く
る
の
を
見
る
と
頭
痛
が
し
た
と
い
う
。
園
書
館
の
カ
l
ド
が
不
首
尾
な
の
を
い
つ
も
指
摘
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
強
風
干
の
結
果
は

ま
ず
一
九
一
八
年
の
『
法
政
事
報
』
に

一寸
周
奏
諸
子
統
系
述
」
(
一
巻
三
、
四
競
)
「
政
徴
書
」
一
三
巻
六
、
七
、
九
l
一
二
一
抗
、
二
巻
一
統
V

と
い

う
論
文
と
な
っ
て
-現
れ
た
。
一
九
一
九
年
四
月
に
は
『
事
燈
』
に
「
新
奮
卒
議
」

- 59ー

(
一
七
日
〉

「
新
奮
之
相
反
相
成
」
(
一
九
、
二
一
日
〉
「
無
政

(
一
巻
二
、
四
、
六
、
七
、
八
鋭
、
二
巻

府
共
産
主
義
評
論
」

一
、
三
貌
)

(
二
九
、
三
O
日
)
を
執
筆
、
つ
い
で
『
新
中
園
』
を
舞
蓋
に
「
周
秦
諸
子
事
統
述
」

「太
一極
圏
鉾
謹
及
太
極
新
圃
説
」
「
寅
際
主
義
評
論
』
(
一
巻
三
、
四
挽
)
「
虚
無
主
義
的
哲
挙
」
(
一
巻
八
鋭
)

ハ
二
巻
一
¥
二
貌
)
と
い
司
た
文
章
を
陸
績
と
し
て
護
表
し
て
い
っ
た
。

「
虚
無
主
義
典
老
子
」

59 

こ
れ
ら
一
連
の
文
章
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、

一彼
が
嘗
代
を
中
園
事
術
の
文
塞
復
興
期
と
認
識
し
、
皐
に
新
奮
の
掛
立
を
い
う
の
で
は
な
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く
、
新
知
創
造
の
た
め
に
は
古
事
(
周
秦
諸
子
皐
〉
の
修
明
が
嘗
面
の
念
務
で
あ
る
と
し
た
こ
と
、
か
つ
玄
妙
な
る
形
而
上
撃
の
世
界
の
と
り
こ

に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
停
統
率
術
の
中
で
も
老
子
こ
そ
が
』
諸
子
の
大
宗
と
位
置
づ
け
、
そ
の
う
え
に
自
ら
の
世
界
観
を
構
築
し

ょ
う
と
腐
心
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
「
太
極
園
鉾
謹
及
太
極
新
園
設
」
は
宇
宙
の
本
瞳
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
十
歳
の
彼
が
い
く
晩
も

睡
眠
も
と
ら
ず
に
思
索
に
ふ
け
っ
た
と
い
う
得
-
意
の
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
章
は
成
都
の
呉
虞
に
も
迭
ら
れ
、
そ
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
『
川

(
5〉

報
』
に
も
轄
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、

こ
の
文
章
が
か
か
れ
る
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
『
新
潮
』
評
壇
(
一
巻
四
貌
〉
に
載
せ
ら
れ
た
康
白
情
(
四
川
三
華
人
)
の
論
文

「
太
極
圏
輿
司
}
凶
田

E
n
E
Hと
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
太
極
圏
を
性
器
崇
奔
の
幼
稚
な
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
と
み
な
し
た
、
い
か
に
も
五
四
時
期
の
科

哲
理
か
?
」
と
疑
問
を
投
げ
か

「
科
撃
を
盲
信
す
る
な
か
れ
!
」
と
そ
の
哲
理
た
る
ゆ
え
ん
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
形
而
上
撃
的
に
宇
宙
原
理
を
確
認
し

て
い
く
作
業
の
一
方
で
、
彼
は
ま
た
、
無
政
府
共
産
主
義
や
寅
際
主
義
た
ど
、
嘗
時
の
有
力
な
思
潮
に
劃
し
て
一
つ
一
つ
彼
な
り
の
吟
味
と
批

剣
を
加
え
、
そ
れ
を
逼
し
て
自
己
の
思
想
的
立
場
、
す
な
わ
ち
虚
無
主
義
の
立
場
を
確
立
し
て
い
く
。(

6〉

ま
ず
「
寅
際
主
義
評
論
」
で
胡
遁
ら
の
。
フ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
を
批
剣
し
て
「
順
世
外
道
」
と
き
め
つ
け
た
。
そ
れ
は
、
反
玄
事

事
主
義
を
反
映
し
た
一
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
劃
し
て
朱
謙
之
は
、
「
太
極
圃
は
司

E
E口
g
H
E
m
B
か

?

け、

- 60ー

朱
謙
之
は
、

不
可
思
議
な
る
も
の
へ
の
冷
淡
さ
に
劃
す
る
反
設
か
ら
で
あ
っ
た
。
朱
謙
之
の
玄

事
的
瞳
質
を
よ
く
示
す
と
と
も
に
、
こ
の
評
論
文
の
中
に
は
「
情
」
を
本
瞳
と
す
る
彼
の
宇
宙
観
が
早
く
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
関
心

と
い
う
胡
遁
ら
の
明
快
な
人
生
観
、
そ
し
て
そ
の
不
可
知
、

と
の
か
か
わ
り
合
い
か
ら
、
こ
こ
に
↓
瞥
し
て
お
こ
う
。

今
、
形
市
上
撃
の
心
理
事
涯
に
唯
意
論
を
な
す
者
が
あ
り
、
貨
に
意
志
を
宇
宙
の
本
源
と
な
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
意
志
と
は

貨
に
意
志
を
外
に
し
て
感
情
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
あ
え
て
問
う
、
こ
の
感
情
は
い
.
ホ
こ
よ
り
来
た
る
か
?

何
故
感
情
の
盛
ん
な
と
き

は
、
我
を
忘
れ
意
志
な
ど
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
の
か
?
こ
れ
は
た
だ
感
情
の
み
が
意
志
を
外
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

り
、
意
志
は
決
し
て
感
情
を
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
い
わ
ゆ
る
感
情
と
は
意
志
が
ま
だ
湯
量
し
つ
く
さ
れ
て
い
な



い
も
の
で
あ
る
。

，も
し
感
情
を
宇
宙
の
本
源
と
信
用
せ
ば
、
そ
の
阻
劣
さ
は
ザ
1
ン
キ
ヤ
涯
の
冥
諦
〔
敷
論
外
道
の
自
性
〕
主
同
じ
で
あ

る
。
必
ず
無
感
に
し
て
有
情
、
寂
滅
精
妙
己
固
で
あ
っ
て
初
め
て
こ
れ
を
情
と
謂
う
。
故
に
、
情
は
意
志
の
先
に
あ
り
、
意
志
の
内
に
な

い
は
ず
が
な
い
。

一r

お
よ
そ
意
志
を
有
す
る
者
は
情
を
有
す
。
も
お
よ
そ
天
下
の
者
で
意
志
を
有
せ
ぬ
者
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
意
志
の
外
に
決

し
て
物
が
な
い
、の
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
一
意
志
を
有
せ
ぬ
そ
の
前
を
推
し
量
れ
ば
、
情
こ
そ
が
宇
宙
の
本
睡
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
「
無
政
府
共
産
主
義
批
判
」
ば
、
世
の
無
政
府
共
産
主
義
者
の
主
張
の
不
徹
底
さ
を
批
剣
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
無
政
府

で
あ
っ
て
も
な
お
組
織
を
有
オ
る
以
上
ベ
そ
れ
は
員
賞
で
は
な
い
。
集
産
で
あ
れ
共
産
で
あ
れ
濁
産
で
あ
れ
、
産
が
あ
る
以
上
、
人
世
大
範
の

故
と
な
る
。
性
善
説
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、

-努
働
は
苦
で
あ
り
人
情
に
惇
る
も
の
で
あ
っ
て
人
生
の
野
宿
で
は
な
い
。
務
働
主
義
の
無
政
府

革
命
は
J

t

来
る
べ
き
虚
無
革
命
へ
の
過
程
に
す
ぎ
ず
、
ま
し
て
贋
義
涯
(
ボ
ル
シ
ェ
ピ
ズ
ム
)
革
命
は
無
政
府
革
命
へ
の
、
過
程
に
す
ぎ
な
い
、
と

(

7

)

 

主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
}胡
遁
の
い
わ
ゆ
る
ク
評
判
的
態
度
。
を
護
揮
し
て
展
開
さ
れ
た
朱
謙
之
の
敷
々
の
批
評
文
は
、
や
が
て
『
現
代
思
潮

批
評
』
(
新
中
園
雑
誌
社
、
一
九
二

O
年
)
と
し
て
一
加
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
絶
劃
否
定
の
虚
無
主
義
の
主
張
と
相
ま
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
物

議
を
醸
す
こ
と
と
な
る
。
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ち
な
み
に
、
朱
謙
之
の
思
想
的
活
動
が
蹴
道
に
乗
り
は
じ
め
た
一
九
一
九
年
と
は
、
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
お
五
回
の
事
生

運
動
が
最
高
潮
に
達
す
る
と
同
時
に
、
七
月
に
は
胡
遁
が
，「
多
研
究
些
問
題
少
談
些
主
義
」
と
、
主
義
を
、
な
か
ん
ず
く
無
政
府
主
義
、
社
舎

主
義
を
高
談
す
る
も
の
に
痛
烈
な
批
剣
を
加
え
、
そ
れ
に
謝
し
て
李
大
剣
が
「
私
は
ボ
ル
シ
ェ
ピ
ズ
ム
を
談
ず
る
こ
と
を
好
む
も
の
だ
」
と
護

『
毎
周
評
論
』
紙
上
で
「
問
題
興
主
義
」
の
論
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
「
過
激
涯
」
陳
濁
秀
は
逮
捕
、
投
獄

そ
し
て
僻
職
と
身
遁
あ
わ
た
だ
し
く
、
呉
虞
は
灼
熱
の
成
都
で
「
吃
人
興
瞳
教
」
を
書
き
あ
げ
て
い
た
。
新
青
年
涯
の
分
岐
は
す
で
に
額
在
化

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
で
朱
謙
之
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
訪
欧
中
の
梁
啓
超
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
と
舎
見
し
、

(

8

)

 

そ
の
ト
凶

g
p
S言
内
ミ
ミ
江
町
内
(
一
九
O
七
年
)
が
張
東
孫
誇
『
創
化
論
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

言
す
る
な
ど
、

61 

一
九
二

O
年
一
月
、
朱
謙
之
お
よ
び
そ
の
同
郷
の
郭
夢
良
、
湖
南
の
易
家
銭
、
陳
顧
遠
ら
北
京
大
事
法
挙
科
の
メ
ン
バ
ー
出
『
奮
闘
旬
刊
』
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(
9〉

を
創
刊
し
た
。
易
家
銭
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
雑
誌
の
護
行
に
際
し
て
事
前
に
挙
長
の
茶
元
培
と
教
務
長
の
蒋
夢
麟
に
許
可
を
求
め
た
。

新
文
化
運
動
の
中
で
華
々
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
文
事
科
に
比
べ
、
沈
黙
し
活
気
に
乏
し
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
法
事
科
の
畢
生
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
大
腸
で
革
命
性
に
富
ん
だ
刊
行
物
が
企
聾
さ
れ
る
と
は
、
茶
事
長
ら
に
と
っ
て
は
思
い
が
け
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
返
事
で
許
可
を
輿

え
た
ば
か
り
か
、
資
金
の
援
助
と
編
集
室
の
手
配
ま
で
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
勇
気
づ
け
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
自
ら
刷
り
上
が
司
た
雑
誌
を

町
中
に
散
布
し
、
公
然
と
軍
閥
政
府
に
反
抗
し
、
自
由
に
時
事
評
論
を
行
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
長
く
は
績
か
な
か
っ
た
。

第
四
期
に
な
っ
て
、
私
(
易
家
鍛
〉
と
朱
謙
之
は
自
動
車
を
雇
っ
て
縦
横
無
室
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
散
布
し
た
。

だ
が
雑
誌
の
ま
だ
牢
分

も
散
布
し
な
い
内
に
官
憲
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
首
領
事
長
の
お
か
げ
で
保
穫
さ
れ
、
軽
い
鹿
分
を
受
け
、
再
出
版
は
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
我
々
は
出
獄
の
後
、

心
中
不
服
で
ま
た
こ
っ
そ
り
と
一
期
を
出
版
し
て
再
び
召
喚
さ
れ
た
。
撃
長
の
再
度
の
保
誼
を
鰹
て
、
我
々

(

叩

)

や
っ
と
矛
を
牧
め
た
の
で
あ
る
。
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は
事
長
を
象
重
す
る
こ
と
と
し
、

わ
ず
か
四
カ
月
で
停
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
奮
闘
旬
刊
』
と
ま
っ
た
く
同
時
に
、
北
京
大
事
拳
生
曾
の
機
閥
誌
『
北
京
大
事
事
生
週
刊
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
雑
誌
の
責
任
者

で
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
主
義
者
で
あ
る
責
凌
霜
は
、
朱
謙
之
の
『
現
代
思
潮
批
評
』
に
仏
収
録
さ
れ
た
「
無
政
府
共
産
主
義
批
判
」
の
一
文
を
と
り
あ

こ
う
し
て
『
奮
闘
旬
刊
』
は
、

げ
、
反
論
を
開
始
し
た
。
責
は
朱
の
擦
る
と
こ
ろ
を
へ

l
ゲ
ル
の
排
詮
法
、
章
太
炎
の
園
家
論
で
あ
る
と
指
摘
し
、

そ
の
虚
無
主
義
、
懐
疑
主

(

U

)

 

義
の
玄
事
性
、
消
極
性
を
批
剣
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
人
の
聞
で
反
論
再
反
論
の
華
々
し
い
臆
酬
が
展
開
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
彼
ら
二

人
は
論
戦
の
す
え
了
解
し
あ
い
、
糞
は
朱
に
該
誌
の
編
集
を
付
託
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
こ
の
問
、
朱
は
法
科
議
科
を
卒
業
し
、
念
願
の
文
事

科
哲
拳
系
に
轄
入
し
て
い
る
。

『
北
京
大
事
事
生
週
刊
』
を
護
言
の
場
と
し
て
、
朱
謙
之
が
ま
ず
提
起
し
た
の
は
「
反
抗
考
試
的
宣
言
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
嘗
時
、
厚
生

(

ロ

〉

の
聞
で
沸
騰
し
て
い
た
試
験
制
度
慶
止
の
議
論
に
劃
す
る
態
度
表
明
で
あ
っ
た
。
彼
は
試
験
制
度
鹿
止
と
併
せ
て
、
卒
業
謹
書
の
不
要
も
宣
言

か
く
し
て
朱
は
無
政
府
主
義
の
宣
俸
に
傾
斜
し
て
い
き
、
労
働
者
を
革
命
の
原
動
力
と
し
、
そ
の
直
接
行
動
に
よ
っ
て
あ
ら

し
た
の
で
あ
る
。



(

お

)

ゆ
る
生
産
手
段
を
祉
舎
の
公
有
と
し
、
私
有
財
産
制
度
を
排
除
す
る
こ
と
を
標
携
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
十
月
、
革
命
宣
俸
の
ピ
ラ
ま
き
を

し
て
い
た
さ
い
、
朱
の
書
き
上
げ
た
「
中
園
無
政
府
革
命
計
童
書
」
を
身
に
つ
け
て
い
た
互
助
圏
の
同
志
畢
端
生
が
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
司
た
。

(
M〉

煩
悶
の
あ
げ
く
、
友
を
救
う
べ
く
自
首
し
た
彼
は
、
三
カ
月
半
の
獄
中
生
活
を
迭
る
は
め
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
か
よ
う
な
朱
謙
之
の
虚
無
主
義
者
、
無
政
府
主
義
者
と
し
て
の
言
動
に
劃
し
て
危
機
意
識
を
も
ち
、
い
ち
ば
ん
辛
隷
に
封
慮
し

た
の
が
陳
濁
秀
で
あ
っ
た
ρ

す
で
に
八
月
二
日
、
陳
濁
秀
は
胡
適
に
あ
て
た
手
紙
の
中
で
、
虚
無
主
義
者
、
無
政
府
主
義
者
に
劃
す
る
宣
戦
を

布
告
し
て
い
る
。

私
は
近
ご
ろ
、
中
園
人
の
思
想
は
、
高
園
の
虚
無
主
義
|
原
有
の
老
子
八
拳
〉
説
、
イ
ジ
ド
の
空
蔵
、
欧
州
の
形
而
上
事
お
よ
び
無
政
府

主
義
!
の
線
和
で
あ
り
、
世
界
に
も
比
類
が
な
い
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
『
新
青
年
』
は
以
後
、
こ
の
病
根
に
劃
し
て
綿
攻
撃
を
加
え
な

(

日

)

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
老
子
拳
読
と
形
而
上
壌
を
攻
撃
す
る
司
令
は
あ
な
た
に
受
け
持
っ
て
い
た
だ
く
の
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
す
。

そ
し
て
、
九
月
に
は
「
談
政
治
L

「
虚
無
主
義
」
と
た
て
績
け
に
無
政
府
主
義
批
剣
、
い
や
明
ら
か
に
朱
謙
之
批
剣
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

あ
わ
れ
む
べ
し
、
多
く
の
思
想
幼
稚
な
青
年
は
、
一
切
否
定
の
虚
無
主
義
弘
達
し
な
け
れ
ば
高
向
、
徹
底
の
極
み
と
は
言
え
な
い
、
と
考

え
て
い
る
:
:
:
。
私
が
思
う
に
、
虚
無
主
義
を
信
仰
す
る
人
に
は
、
二
逼
り
の
結
末
し
か
な
い
。
一
に
性
格
が
高
向
な
人
は
護
狂
し
自
殺

す
る
。
一
に
性
格
の
卑
劣
な
人
は
堕
落
す
る
:
:
:
。
敢
え
て
言
お
う
、
虚
無
思
想
は
中
園
多
年
の
病
根
で
あ
り
、
現
在
の
思
想
界
の
危
機

(

日

〉

で
あ
る
。
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E 

(

げ

〉

確
か
に
朱
謙
之
は
自
殺
の
観
念
に
と
り
つ
か
れ
、
こ
れ
に
先
立
つ
七
月
に
自
殺
未
遂
の
騒
動
を
起
こ
し
て
い
た
。

w

易
家
鍛
は
こ
う
回
想
す
る
。

白血
『
奮
闘
旬
刊
』
が
停
刊
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
、
朱
謙
之
同
拳
は
極
度
に
消
沈
し
自
殺
を
圃
ろ
う
と
し
た
。

-

d

も
と
も
と
復
は
傍
撃
の
研
究
を
積

み
、
多
数
の
経
典
を
牧
醸
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、

-拳
友
達
に
ひ
と
り
ニ
加
の
経
典
右
贈
り
、
贈
り
終
わ
ア
た
ら
自
殺
を
す
る
と
宣
言
し
た

一一
の
で
あ
る
。
事
友
達
は
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
「
贈
り
物
」
を
受
け
取
り
た
い
は
ず
も
な
く
、
あ
わ
て
て
返
し
た
が
、
彼
は
強
引
に
受
け
取
ら

見

る

と

も

う

す

ぐ

に

も

贈

り

終

わ

り

そ

う

で

あ

る

。

謙

之

の

個

性

は

強

固

で

、

説

得

し

て

も

ダ

63'， 

せ

彼
ら
は
パ
ニ

γ
ク
を
き
た
し
た
。
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メ
、
返
し
て
も
ダ
メ
と
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
、

み
な
は
彼
の
た
め
に
焦
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
朱
謙
之
の
自
殺
を
止
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

劉
は
、
夏

ま
た
、
劉
果
航
が
胡
適
に
あ
て
た
書
簡
(
一
九
二

O
年
七
月
九
日
〉
も
、

休
み
中
、
圃
書
館
の
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
朱
謙
之
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
苦
痛
で
あ
る
か
、
彼
の
激
し
い
自
殺
の
幻
想
を
紛
ら
す
た
め
に
も
、

(
国
〉

彼
に
自
由
に
讃
め
る
本
を
奥
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
、
胡
適
の
蔵
書
を
貸
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

の
聞
に
も
鷹
酬
が
あ
る
。
施
は
「
奮
闘
」
と
題
す
る
詩
を
『
民
園
日
報
』

撃
友
を
巻
き
込
ん
で
の
ド
タ
パ
タ
劇
の
翻
す
ら
あ
る
、
こ
の
自
殺
未
逸
事
件
と
祉
舎
運
動
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、

の
副
刊
「
費
悟
」

マ
ル
キ
ス
ト
施
存
統
と

(
一
九
二

O
年
九
月
一
七
日
)
に
投
じ
、

朱
謙
之
の

グ
ル

ー
プ
を
榔
撒
し
た
の
で
あ
る
。

我
は
誰
と
奮
闘
す
る
か
、
我
は
自
然
界
と
奮
闘
す
る
!

自
然
界
と
奮
闘
す
れ
ば
、

入
獄
銃
殺
の
危
険
は
な
い
し
、
暴
徒
範
黛
の
悪
名
も
な
い
。
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我
は
ど
こ
で
奮
闘
す
る
か
、
我
は
書
籍
の
中
で
奮
闘
す
る
!

書
籍
の
中
で
奮
闘
す
れ
ば
、
知
識
階
紐
の
地
位
を
占
め
て
、
事
者
先
生
の
美
競
を
享
受
す

(
四
)

こ
れ
に
封
し
朱
謙
之
は
次
の
よ
う
に
返
し
て
い
る
。

君
の
「
奮
闘
」
の
詩
を
讃
ん
で
、
私
の
心
は
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
っ
た
!

吾
が
友
に
告
げ
よ
う
。
私
は
今
年
七
月
に
、

一
度
自
殺
を
園

っ
た
。
死
ね
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
。
も
し
死
ん
で
い
れ
ば
、
君
は
又
ど
の
よ
う
に
い
っ
た
こ
と
か
!

友
よ
!

君
は
私
の
心
を
理
解

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
!

し
て
い
な
い
。
私
が
こ
の
空
談
の
奮
闘
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
焦
撮
し
た
か
、
率
直
に
い
え
ば
こ
の
た
め
に
私
は
多
く
の
友
人
と
絶
交
し
な

い
ま
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
革
命
圏
瞳
か
ら
離
れ
、
孤
濁
な
奮
闘
生
活
を
し
て
い
る
!
:
:
:
た
だ
孤
濁
な
我
が
あ

た
だ
孤
濁
な
奮
闘
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
偉
大
な
成
功
が
み
ら
れ
る
。

施
存っ
統て
カミ t士
らじ
朱め
謙て
之(革
へ泌命
)の

創
造
力
カL

あ
り

謙
之
よ
、
君
が
空
談
家
で
な
い
こ
と
は
深
く
信
じ
て
い
る
。
:
:
:
あ
の
「
奮
闘
」
の
詩
は
、
決
し
て
一
個
人
を
攻
撃
し
た
の
で
は
な
い
。

，



:
:
:
君
の
人
格
は
深
く
信
じ
て
い
る
。
・
:
:
・

L
か
し
、
あ
の
奮
闘
を
高
談
し
、
階
級
戦
争
に
反
劃
す
る
友
人
ら
に
は
遠
慮
は
し
な
い
。
.

・
:
宇
宙
革
命
、
粉
砕
虚
空
、
大
地
卒
沈
、
は
た
し
て
成
し
途
げ
れ
ば
そ
れ
も
爽
快
な
事
で
は
あ
ろ
う
。
:
:
:
し
か
し
、
腐
敗
し
た
政
府
す

と
、
こ
こ
に
朱
謙
之
批
剣
の
一
黙
と
し
て
、

ら
倒
せ
ず
、
ど
う
し
て
宇
宙
革
命
に
従
事
で
き
る
の
だ
。
:
:
:
我
々
の
目
的
は
高
悪
の
祉
舎
と
奮
闘
す
る
こ
と
だ
。

「
宇
宙
革
命
」
と
い
う
概
念
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
七
月
の
自
殺
未
遂
以
来
の
朱
謙
之
批
剣
の
経
緯
を
見
一て
い
く
と
、
本
質
的
に
は
書
斎
人
で
あ
っ
た
朱
謙
之
が
、
十

月
に
な
っ
て
あ
え
て
投
獄
に
至
る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
っ
た
の
も
、
現
寅
祉
舎
で
の
闘
争
を
か
ざ
し
て
、
彼
十に
劃
し
て
痛
烈
な
批
剣
を
展

一
因
と
し
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
単
純
な
表
現
を
す
れ
ば
、
朱
謙
之

聞
し
て
き
た
マ
ル
キ
ス
ト
た
ち
の
攻
撃
に
煽
ら
れ
た
こ
と
が
、

ア
ナ
-
ボ
ル
論
争
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
に
紹
介
す
る
朱
謙
之
の
護
言
か
ら
も
明
確
な
よ
う
に
、

彼
の
意
識
と
し
て
は
、
玄
間
四
子
劃
科
事
主
義
め
論
争
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
朱
と
マ
ル
キ
ス
ト
、
と
り
わ
け
陳
濁
秀
と
の
亀
裂
は
覆
い

よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
胡
遁
に
嘗
て
た
手
紙
か
ら
朱
の
言
い
分
を
見
で
み
よ
う
。

と
彼
ら
と
の
論
争
は
、

濁
秀
先
生
は
『
新
青
年
』
で
し
ば
し
ば
虚
無
主
義
を
攻
撃
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
貫
「
現
代
虚
無
主
義
の
意
義
と
債
値
」

「
現
代
虚
無
主

- 65ー

理
由
の
な
い
批
剣
に
誰
が
心
服
し
ま
し
ょ
う
?
:
:
:
遁
之
先
生
、
私
の
同
志
の

十
人
中
九
人
は
み
な
陳
先
生
と
大
い
に
論
戦
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
?
彼
が
護
狂
、
墜
落
、
思
想
混
範
と
み
な
し
て
い
る
朱
謙
之
も
、
員

理
の
た
め
の
向
上
努
力
で
は
、
混
観
中
に
あ
っ
て
も
決
L
て
人
後
に
落
ち
ま
せ
ん
。
私
に
は
陳
先
生
に
劃
し
て
賛
同
で
き
な
い
こ
と
が
二

義
者
の
性
格
と
精
神
」
を
ど
う
し
て
知
り
ま
し
ょ
う
?

賠
あ
り
ま
す
。

て
本
嘗
の
革
命
家
と
は
、
そ
の
地
の
民
族
精
神
を
理
解
し
て
こ
そ
の
も
の
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
中
園
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
み

て
、
す
べ
て
に
無
政
府
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
(
私
は
「
無
政
府
革
命
と
中
園
」
を
書
き
、
こ
の
読
を
明
ら
か
に
し
た
い
ヲ
意
の
あ
る
人
は
、

一ま
さ

6.5 

に
勢
利
の
導
く
と
こ
ろ
、
無
政
府
革
命
を
賞
行
す
べ
き
で
す
。
陳
先
生
の
空
想
す
る
「
陳
濁
秀
式
第
農
政
府
」
に
至
っ
て
は
、
員
に
『
老

子
』
の
所
謂
一「
震
す
も
の
は
敗
れ
、
執
る
も
の
は
失
う
」
で
あ
り
ま
す
。
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み
な
科
事
神
聖
か
ら
ひ
ね
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
恨
み
、
哲
事
方
法
の
濁
立
を
切
に

科
事
方
法
で
は
革
命
行
震
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
ハ
『
奮
闘
』
第
六
、
七
期
汁
革
命
と
哲
皐
」
を

参
照
の
こ
と
〉
。
い
ま
陳
先
生
は
科
事
を
偶
像
崇
奔
し
、
そ
の
結
果
、
私
の
革
命
方
針
を
少
な
か
ら
ず
阻
害
し
て
い
ま
す
c

求
め
ま
す
。

そ
れ
し
も
、

二
、
私
は
、
現
在
の
不
徹
底
な
事
設
は
、

私
も
た
だ
「
思

想
の
革
命
歌
」
を
唱
い
、
大
い
に
「
反
科
事
運
動
」
を
提
唱
し
ま
し
ょ
う
。

遁
之
先
生
、
私
は
最
近
の
人
物
の
中
で
は
、
先
生
を
最
も
隼
敬
い
た
し
ま
す
。
:
:
:
も
し
、
本
校
に

(

幻

)

ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
私
は
一
日
も
と
ど
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

〔
胡
遁
〕
先
生
と
梁
激
漠
先
生
が
い

朱
が
執
筆
を
議
定
し
た
と
い
う
「
無
政
府
革
命
と
中
園
」
な
る
文
章
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
護
表
さ
れ
た
の
か
、
今
は
ま
だ
定
か
で
な
い
。
た

だ
嘗
時
、
朱
謙
之
な
い
し
は
彼
に
ご
く
近
い
と
思
わ
れ
る
人
物
が
、
太
朴
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
次
の
よ
う
な
護
言
を
し
て
い
る
。

私
が
マ
ル
ク
ス
主
義
を
中
園
に
行
う
の
に
反
射
す
る
理
由
は
、
中
園
の
園
民
性
に
遁
せ
ず
、
中
園
の
祉
曾
情
形
に
適
せ
ず
、
中
園
の
歴
史

的
根
擦
に
合
致
し
な
い
か
ら
だ
。
私
は
中
央
集
権
の
政
治
組
織
は
中
園
の
園
民
性
と
相
容
れ
な
い
と
信
ず
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
中
央
集

権
で
あ
る
が
故
に
寅
行
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
の
だ
。
も
し
寅
行
し
よ
う
と
し
て
も
、
敢
え
て
断
言
し
よ
う
、
そ
の
結
果
は
必
ず
や
現
在

の
共
和
制
と
同
じ
で
あ
り
、
看
板
は
か
か
っ
て
い
て
も
、
中
園
は
依
然
と
し
て
ー奮
時
の
中
園
だ
。
も
っ
と
い
え
ば
、
そ
の
弊
害
は
今
よ
り
ど
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れ
ほ
ど
甚
だ
し
い
か
わ
か
ら
な
い
。
:
:
:
中
国
人
は
天
性
、
政
治
に
輿
味
が
な
く
政
治
の
必
要
も
費
え
な
い
。
:
:
:
私
は
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン

(

幻

)

主
義
者
で
も
、
パ
グ
l
ニ
ン
主
義
者
で
も
、
プ
ル
l
ド
ン
主
義
者
で
も
な
い
。
私
は
無
政
府
主
義
者
、
一私
は
中
図
式
の
無
政
府
主
義
者
だ
。

こ
の
護
言
に
劃
し
て
、
陳
濁
秀
は
「
中
園
式
的
無
政
府
主
義
」
と
題
し
て
「
中
華
民
族
の
腐
敗
堕
落
の
園
民
性
の
原
因
で
あ
る
、
老
荘
以
来
の

虚
無
思
想
及
び
放
任
主
義
」
に
劃
し
て
は
「
教
育
上
、
政
治
上
、
巌
格
な
干
渉
主
義
」
を
も
っ
て
劉
虚
し
、
「
開
明
専
制
」
の
局
面
を
早
く
作

り
出
す
の
が
唯
一
の
救
い
だ
と
激
烈
に
麿
じ
て
い
る
。
陳
の
こ
の
「
開
明
専
制
」
護
言
に
劃
し
て
、
朱
謙
之
は
つ
い
に
「
人
格
破
産
、
新
式
の

(

幻

〉

段
棋
瑞
、
未
衆
の
専
制
魔
王
」
と
ま
で
陳
を
ー罵
倒
す
る
に
い
た
る
。
事
生
朱
謙
之
と
、
か
つ
て
の
文
科
事
長
陳
濁
秀
と
の
関
係
は
、
こ
う
し
て

険
悪
き
わ
ま
り
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
朱
は
も
は
や
北
京
大
事
に
は
留
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。



一
九
一
二
年
五
月
七
日
、

同
月
十
三
日
の
彼
の
日
記
に
は

北
京
大
事
で
講
義
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
呉
虞
が
成
都
か
ら
北
京
に
着
い
た
。

「
〔
葉
〕
石
生
が
朱
謙
之
と
と
も
に
話
に
来
る
。
謙
之
は
一
週
間
以
内
に
出
家
し
て
杭
州
に
行
き
、
西
湖
の
粛
勧
院
に
住
み
、
太
虚
と
併
法
に

参
ず
る
と
い
う
。
謙
之
は
近
ご
'ろ
唐
一
誇
の
「
華
巌
経
」
を
讃
ん
で
い
る
、

も予
の
「
李
卓
吾
停
」
が
と
て
も
よ
く
、
す
で
に
梁
激
漢
に
迭
っ
た
と

の
こ
と
。
石
生
が
い
う
に
、
1

激
漢
は
近
ご
ろ
孔
子
哲
撃
を
講
じ
、
入
興
法
を
主
張
し
「
無
所
震
而
奮
佐
」
を
主
義
と
し
て
い
る
と
J

-

予
が
石
生

と
と
も
に
謙
之
の
寄
宿
室
を
通
り
、
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
く
と
、
講
義
レ
ジ
メ
な
ど
す
べ
て
人
に
贈
っ
て
、
俳
書
数
十
加
が
あ
る
の
み
。
」
と
し
る

(
刷
出
〉

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
朱
謙
之
の
出
家
事
件
は
、
彼
が
虚
無
主
義
を
克
服
す
る
よ
い
轄
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
グ
ル
ー
プ
の
易
家
銑
が
引
き
起

(お
)

J

こ
し
た
「
鳴
呼
蘇
梅
!
」
事
件
と
と
も
に
「
科
撃
に
根
援
し
な
い
」
無
政
府
主
義
者
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
し
て
、
周
遁
の
人
々
に
渡
紋
を
投
げ

(
叩
山
〉

か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
呉
啓
軒
は
、
朱
の
出
家
が
消
極
主
義
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
併
教
界
の
ル
タ
ー
を
め
ざ
す
も
の
で
あ

(

幻

〉

る
こ
と
を
代
癖
し
、
理
解
を
見
せ
て
い
た
。

朱
君
は
天
性
剛
直
で
、
い
つ
も
濁
断
濁
行
を
好
ん
で
い
た
。
従
来
、
ひ
ど
く
老
妊
の
書
を
噂
ん
で
い
て
、
彼
が
卒
日
主
張
し
て
い
た
「
虚

無
主
義
」
は
、
す
な
わ
ち
こ
こ
に
根
源
が
あ
っ
た
。
社
舎
に
劃
し
て
は
、
常
に
一
種
冷
眼
な
観
察
を
し
、
そ
の
た
め
か
つ
て
は
積
極
厭
世
、

す
な
わ
ち
自
殺
の
心
が
確
か
に
あ
っ
た
。
:
:
:
〔
彼
ーノ
出
家
ノ
動
機
ハ
〕
彼
が
三
年
前
に
太
虚
和
向
と
か
わ
し
た
コ
二
年
後
、
師
の
慮
に

お
い
て
出
家
す
」
と
い
う
約
束
に
も
と
づ
く
が
、
ま
た
一
方
で
ち
ょ
う
ど
我
等
が
印
度
哲
撃
の
教
授
梁
激
漠
先
生
の
思
想
が
襲
化
し
だ

- 67-

，e
e

一
片
梁
先
生
は
一併
摩
を
研
究
し
、
も
と
も
と
は
成
唯
識
を
主
張
す
る
一
一
仮
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
月
来
々
な
ぜ
か
知
ら
ぬ
が
た
ち
ま
ち
獲
っ
て
し
ま
い
、

v

唯
識
に
反
刷
到
し
て
泰
州
皐
源
に
鏡
依
し
、
極
端
に
玉
東
崖
を
崇
奔
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
)
と
い
う
反
面
の
影
響
に
よ
る
ρ
:
:
:願
わ
《
ば

}今
後
は
併
門
中
の
ル
タ

i
た
ら
ん
こ
と
を
。
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こ
れ
ら
朱
謙
之
の
出
家
を
語
る
記
事
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
と
関
連
づ
け
て
、
嘗
時
、
北
京
大
事
で
イ
ン
ド
哲
撃
を
講
じ
て
い
た
梁
激
漢
の
思
想

が
、
孔
子
哲
題
字
、
な
か
ん
ず
く
泰
州
事
涯
に
大
き
く
接
近
し
て
い
っ
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
の
は
、
二

0
年
代
の
思
想
界
を
鳥
撤
す
る
に
あ
た
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(

m
ぬ
〉

う
て
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
結
局
こ
の
出
家
も
、
朱
謙
之
に
と
っ
て
は
「
家
長
制
度
の
雛
形
で
あ
る
僧
界
に
懐
疑
」
を

抱
か
さ
れ
た
だ
け
の
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
彼
は
「
反
敬
」
の
詩
を
詠
ん
で
寺
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
聞
に
、
梁
激
漠
ら
の
招

(
m
m
)
 

き
に
よ
っ
て
南
京
内
事
院
の
欧
陽
漸
と
唯
識
を
談
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
彼
の
思
想
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
杭
州
に
来
て
は
じ
め
て
宇
宙
の
美
に
感
じ
た
彼
は
、
郭
沫
若
、
郷
振
鐸
と
い
っ
た
文
事
者
の
感
化
を
受
け
、
・
次
第
に
「
美

化
」
の
遁
に
準
む
。
郭
沫
若
は
一
九
一
二
年
四
月
一
一
一
日
、
日
本
か
ら
上
海
に
掃
園
し
て
い
た
が
、
朱
謙
之
が
『
革
命
哲
事
』
出
版
の
件
で
泰
東

〈

ぬ

)

書
局
に
住
み
込
む
こ
と
に
し
て
以
来
、

交
流
が
深
ま
ア
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

同
郷
の
鄭
振
鐸
と
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
『
奮
闘
』
を
介
し
て

〈

但

〉

交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
杭
州
と
い
う
風
光
明
美
な
土
地
柄
の
中
に
、
思
想
を
反
輔
さ
せ
る
契
機
を
得
た
朱
の
、

茨
に
う
ち
た

て
た
思
想
的
立
場
が
「
唯
情
哲
皐
」
で
あ
っ
た
。
以
下
、
彼
の
虚
無
主
義
の
線
決
算
で
あ
る
「
革
命
哲
挙
」
と
、
再
生
の
「
唯
情
哲
事
」
に
つ

い
て
み
て
い
こ
う
。

oo 
au 

二
、
虚
無
主
義
者
の
再
生

a 

『
革
命
哲
拳
』

(
幻
〉

一
九
一
二
年
九
月
、
創
造
社
叢
書
の
こ
と
し
て
、
朱
謙
之
の
『
革
命
哲
事
』
が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
に
は
裳
家
撲
の
序
文
と
、
三
篇
の
序
詩

〈

お

〉

「
微
光
(
鄭
振
鐸
)
」

「
宇
宙
革
命
的
狂
歌
(
郭
沫
若
)
」

「
宇
宙
底
革
命
(
鄭
伯
奇
)
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
朱
謙
之
の
主
張
す
る
字
宙
革

命
な
る
も
の
に
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
、
郭
沫
若
等
が
唱
和
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
施
存
統
の
批
剣
と
考
え
あ
わ
せ
た
と
き
に
、
員
に

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
さ
て
、
全
十
六
章
に
わ
た
る
本
文
は
、
文
字
ど
お
り
革
命
を
哲
拳
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
世
界
観
を
披
涯
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
簡
単
な
要
約
を
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
革
命
の
員
意
義
と
は
〈
絶
叫
到
の
真
理
と
貧
在
〉

H
自
然
H
H
員
我
H
員
情
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、

不
自
然
(
強
権
、

迷
信
、

私
有
財
産
、



ま
た
革
命
と
進
化
は
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
進
化
と
は
「
生
生
己
ま
ず
、

自
彊
息
ま
ざ
る
。
動
φ

」
を
い
う
の
で
あ
り
ー
科
事
家
の
進
化
論
で
は
な
い
。
か
く
し
て
「
員
の
時
間
の
持
績

J

〔
綿
延
〕
、

一永
遠
不
断
の
生
命
」

を
説
く
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
創
造
的
進
化
に
強
く
共
鳴
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
「
現
時
」
の
「
分
段
生
命
」

一の
進
化
、
す
な
わ
ち
個
瞳
の
員
買
を
合

わ
せ
認
識
す
る
と
い
う
、
虚
無
主
義
者
の
流
行
の
進
化
設
が
提
唱
さ
れ
る
?

ま
た
彼
は
生
命
、

¥虞
情
、
創
造
の
表
示
で
あ
る
創
造
衝
動
を
革
命
の
原
動
力
と
み
な
し
、
革
命
の
心
理
を
考
察
す
る
。
ち
な
み
に
創
造
衝
動

(

担

〉

と
は
、
佑
有
衝
動
と
も
ど
も
ラ
ッ
セ
ル
が
も
た
ら
し
た
嘗
時
の
思
想
界
の
流
行
語
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
よ
う
や
く
中
園
の
知
識
人
に
も
受
容

さ
れ
、
普
及
し
て
き
た
欧
米
流
の
心
理
拳
に
よ
る
「
知
情
意
↓一
己
分
法
』
の
枠
組
み
で
心
の
特
性
を
考
え
る
こ
と
が
、
朱
謙
之
に
あ
っ
て
も
麓
想

の
下
地
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
彼
は
、
心
を
知
情
意
を
品
兼
ね
備
え
た
も
の
と
し
な
が
ら
、
こ
の
三
者
に
債
値
的
位
相
を
興
え
て
い
く
。

す
な
わ
ち
、
「
意
志
」
が
「
緊
張
」
す
れ
ば
r

「
情
」
に
は
た
ら
き
「
時
間
流
行
」
に
向
か
う
が
、
「
意
志
」
が
「
弛
緩
」
す
れ
ば
「
知
」
に
動

き
-「
空
開
開
拓
』
に
走
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
意
志
を
衝
き
動
か
す
衝
動
は
無
意
識
無
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
有
意
識
有
目
的
と
な
れ

ば
欲
重
で
あ
る
。
こ
こ
に
衝
動
は
無
善
無
悪
で
あ
る
が
故
に
至
善
で
あ
り
、
衝
動
の
も
た
ら
す
情
こ
そ
が
自
然
、
員
賞
、
一
虚
無
な
る
も
の
と
し

て
無
元
(
心
の
先
)
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
劃
極
と
し
て
の
知
識
は
革
命
の
敵
と
さ
れ
る
。
情
を
主
と
す
る
彼
の
反
知
主
義
は
叶
科
事
膏
能
の

時
代
は
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
」
左
叫
び
、
デ
ナ
l

イ
の
経
験
主
義
及
び
科
事
的
方
法
へ
の
批
剣
を
こ
め
て
、
革
命
の
時
代
と
は
哲
撃
の
時
代
だ

と
い
う
。
そ
し
て
新
哲
撃
の
代
表
を
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
直
費
主
義
と
し
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
影
響
を
受
け
た
祉
曾
運
動
と
し
て

G
・
ソ
レ
ル
の
エ
圏

(

お

)

主
義
〔
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
〕
を
あ
げ
て
い
る
。

虚
僑
)
な
も
の
を
根
本
的
に
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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彼
に
お
い
て
草
命
の
目
的
と
手
段
は
嘗
環
境
を
打
破
し
、
人
力
で
も
っ
て
自
然
(
宇
宙
)
準
化
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
グ
物
競
か
ら
互
助
へ
と
員
善
美
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
建
設
は
人
魚
的
と
し
て
否
定
さ
れ
、
た
だ
破
壊
あ
る
の
み
、
ひ
た
す
ら
懐
疑
と
破

壊
の
知
行
合
一
が
主
張
さ
れ
る
。
彼
が
革
命
の
原
動
力
と
す
る
創
造
衝
動
、
創
造
欲
と
は
自
由
欲
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
こ
に
観
念
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、

一無
政
府
〉
無
法
律
マ
無
道
議
・
無
宗
教
の
「
率
性
而
行
」
う
自
由
で
あ
る
J

こ
こ
に
は
ま
た
「
群
衆
の
員
情
は
皆
我
に
備
わ
れ
り
」

し
か
し
な
が
ら
、
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と
い
う
の
ぼ
せ
あ
が
っ
た
理
想
家
(
先
売
〉
の
英
雄
主
義
も
濃
厚
に
現
れ
て
い
る
。
破
壊
と
奮
闘
精
神
の

(お〉

し
て
本
干
し
卓
吾
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
我
道
主
義
十
八
係
、
お
よ
び
ニ

l
チ
ェ
の
超
人
に
倣
っ
た
「
情
人
」
が
提
唱
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

か
く
し
て
「
物
理
法
則
を
祉
舎
進
化
に
硬
用
」
し
、
「
歴
史
法
則
を
う
ち
立
て
て
意
志
の
自
由
と
劃
立
」
さ
せ
‘
「
能
動
の
精
神
を
無
意
味
」

に
す
る
唯
物
史
観
は
、
大
い
に
批
剣
に
さ
ら
さ
れ
る
?
従
が
主
張
す
る
の
は
虚
無
主
義
に
立
脚
す
る
唯
心
史
観
で
あ
っ
た
。
時
代
の
情
意
の
要

求
こ
そ
が
思
想
と
な
り
、
歴
史
行
痛
を
支
配
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
近
代
哲
拳
に
お
い
て
は
、
現
貧
哲
事
(
唯
物
論
〉
↓
新
理
想
哲

挙
↓
虚
無
哲
拳
(
自
有
而
無
〉
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が
考
え
だ
さ
れ
、
革
命
思
想
に
お
い
て
は
、
政
治
革
命
↓
祉
曾
革
命
↓
無
政
府
革
命
↓
虚
無
革

「
有
血
性
的
男
児
」

の
貫
物
見
本
と

命
(
到
太
虚
無
上
遁
去
〉
と
、

い
ず
れ
も
そ
の
目
指
さ
れ
る
最
終
段
階
は
虚
無
主
義
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
彼
の
虚
無
主
義
は
、
虚
は
宇
宙
全
瞳
(
虚
而
不
屈
、
動
而
愈
出
〔
老
子
五
章
〕
)
を
、
空
は
宇
宙
進
化
の
傾
向
(
無
↓
有
↓
無
の
還
滅
〉
を
一
万

す
も
の
と
し
て
宇
宙
的
虚
無
主
義
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
祉
曾
心
理
事
者
ル
ボ
ン
(
呂
邦
、
魯
湧

H
E
H
l
H
S
C
の
「
物
質
的
進

(
幻
)

化
」
す
な
わ
ち
物
質
断
滅
の
道
理
(
物
質
は
漸
く
分
解
し
、
蔦
物
第
一
本
鐙
の
不
可
思
議
の
以
太
〔
エ
ー
テ
ル
〕
に
鋪
す
〉
に
基
づ
く
宇
宙
準
化
、
無
人

(お〉

大
地
破
砕
」
の
一
句
こ
そ
が
、

す
な
わ
ち
、

彼
の
愛
唱
す
る
「
虚
空
卒
沈
、

虚
無
主
義
到
達
の
地
卒
と
さ
れ
た
の
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類
主
義
が
提
唱
さ
れ
る
。

だ

以
上
、
き
わ
め
て
簡
単
に
紹
介
し
た
『
革
命
哲
事
』
の
立
場
が
、
こ
の
時
期
の
思
想
界
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
ま
と

め
て
み
よ
う
。

一
、
五
四
新
文
化
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
で
あ
る
科
挙
主
義
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
反
科
事
主
義
の
立
場
を
と
り
、
哲
事
(
玄

(
叩
却
〉

皐
、
形
而
上
事
〉
の
立
場
を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
第
一
女
大
戦
後
の
ヨ

l
ロ
γ
パ
を
視
察
し
た
梁
啓
超
の
「
科
事
破
産
」
の
宣
言
に
敏
感
に

反
臆
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
が
て
ま
き
お
こ
る
「
科
拳
興
人
生
観
」
論
争
公
由
お
〉
の
先
腫
ど
み
な
せ
る
。

二
、
胡
適
が
提
唱
し
た
い
ま
一
つ
の
思
想
的
座
標
軸
「
問
題
(
研
究
)
輿
主
義
」
の
枠
に
あ
て
は
め
れ
ば
、

主
義
の
立
場
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

デ
ュ

l
イ
U
H
胡
遁
U
改
良
主
義
と
し
て
批
剣
す
る
こ
と
は
、
革
命
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
そ
こ
に
め
ざ
さ
れ
る
も
の
は
、



主
観
能
動
性
に
導
か
しね
た
内
省
的
か
つ
夢
想
的
な
「
宇
宙
革
命
」
で
あ
る
。

三
、
宇
宙
と
我
の
同
質
性
、
宇
宙
を
超
え
た
我
と
い
う
膨
張
す
る
自
我
主
義
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
自
我
は
ま
た
た
だ
ち
に
本
瞳
、
自
然
と
見

な
さ
れ
る
流
瞳
的
な
自
我
で
あ
り
、
寂
滅
の
自
我
で
あ
る
。
ニ

1
チ
ェ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
受
容
と
と
も
に
、
下
地
と
し
て
の
老
併
色
が
濃
厚

に
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
虚
無
の
本
瞳
と
し
て
員
我
H
員
情
を
追
究
す
る
主
情
主
義
は
、
こ
れ
以
後
そ
の
面
貌
を
費
え
つ
つ
、
し
か
し
、
‘

ま
す
ま
す
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
一
貫
さ
れ
て
い
く
c

『
革
命
哲
事
』
と
は
、

か
く
時
代
思
潮
の
ご
っ
た
煮
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
っ
た
が
、

ー
文
字
額
烈
」
の
故
に
護
禁
昆
分
を
受
け
つ
つ

ト
も
、
た
お
四
版
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
司
易
家
銭
出
「
朱
謙
之
の
『
革
命
哲
事
』
も
貰
れ
行
き
の
よ
い
本
の

、一
つ
だ
っ
た
。
け
し
か
し
、
こ
の
本

は
政
府
に
よ
り
護
行
禁
止
と
さ
れ
た
の
で
、
泰
東
は
「
革
命
」
の
二
字
を
切
り
落
と
し
、
朱
謙
之
著
『
哲
事
』
と
し
た
と
こ
ろ
、
讃
者
は
こ
の

〈

必

)

本
が
神
秘
性
に
富
む
と
感
じ
、
ま
す
ま
す
貰
れ
行
き
が
伸
び
た
の
で
あ
る
」
と
回
想
し
て
い
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
嘗
時
の
朱
謙
之
は
様
々
な

新
思
想
の
中
で
最
も
激
烈
で
、
最
も
徹
底
的
な
部
分
を
代
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
、
過
激
で
浪
漫
的
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
色
彩
に
、
閉
塞
し
た
人

心
の
引
き
つ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
『
革
命
哲
拳
』
出
版
の
翌
十
月
、
朱
の
傘
敬
す
る
渠
激
演
が
『
東
西
文
化
及
其
哲
事
』
を
出
版
す
る
。
時
代
の
動
向
は
、
い
ま
確
か

に
五
四
の
「
全
盤
欧
化
」
か
ら
東
方
回
婦
へ
と
愛
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
梁
激
漢
の
該
書
は
知
識
界
に
、
そ
し
て
朱
謙
之
に
劃
し
て
も
多
大
な
衝

撃
を
輿
え
た
の
で
あ
る
。

b 

「
唯
情
哲
事
」
の
主
張

梁
激
漢
の
『
東
西
文
v

化
及
其
哲
事
』
の
初
版
は
財
政
部
印
刷
局
か
ら
瑳
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
版
本
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
梁

激
漢
、
、
朱
謙
之
、
資
慶
、

-葉
麟
の
四
人
が
並
ん
だ
巻
頭
の
篤
員
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
梁
激
漢
の
説
明
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
い
ず
れ
も
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
彼
ら
四
人
は
、
師
弟
関
係
を
超
え
た
、
ま
る
で
子
供
の
よ
う
な
友
人
関
係
、に
あ
っ
た
こ
と
、
{
九
二
一
年

71 



ち
ょ
う
ど
朱
謙
之
も
出
家
し
て
西
湖
へ
行
く
と
い
う
の
で
、

る
。
そ
し
て
、
梁
激
漢
の
生
活
態
度
の
改
漢
と
は
、
数
年
来
準
備
し
て
い
た
併
家
生
活
へ
の
心
願
を
断
然
放
棄
し
、
孔
家
の
生
活
を
し
よ
う
と

五
月
か
ら
、
梁
激
漢
が
翻
然
と
生
活
態
度
を
改
獲
せ
ん
と
し
、
北
京
を
離
れ
て
山
東
の
郷
村
に
滞
在
し
よ
う
と
い
う
決
意
を
、

の
四
人
の
聞
で
示
し
た
と
こ
ろ
、

ま
ず
こ

72 

の
四
、

記
念
に
と
っ
た
寓
員
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
東
西
文
化
及
其
哲
撃
』
と
は
そ
の
宣
言
書
に
他
な
ら
な
か
ア
た
の
で
あ
る
。

東
西
文
化
を
論
じ
る
梁
激
漢
に
お
い
て
、

「
生
活

(
U
相
績
u
有
情
)
」
と
は
、
壷
き
せ
ぬ
意
欲
(
耳
目
一
一
)
、
す
な
わ
ち
叔
本
華
(
シ
ョ
ウ
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
)
の
い
わ
ゆ
る
「
意
欲
」
に
ほ
ぼ
嘗
た

そ
も
そ
も
、

文
化
と
は
民
族
の
生
活
の
様
式
と
規
定
さ
れ
る
。

彼
濁
特
の
一
意
味
あ
い
を
に
な
う

る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
化
の
差
異
と
は
こ
の
意
欲
の
方
向
の
差
異
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
「
西
洋
、
中
園
、

イ
ン
ド
三
方
哲
撃

之
比
翻
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
も
う
言
及
し
な
い
。

い
ま
は
朱
謙
之
の
「
唯
情
哲
拳
」

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
中
園
形
市
上
撃
の
理
解
に
目
を
向
け
た
い
。

梁
激
漢
に
よ
れ
ば
、
中
固
形
而
上
撃
の
全
瞳
的
特
徴
と
は
、
「
襲
化
」
に
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
繁
化
流
行
と
そ
の
調
和
の
追
究
に
あ
り
、
そ

の
根
本
は
『
周
易
』
に
備
わ
っ
て
い
る
。
中
園
の
俸
統
的
な
思
考
パ
タ
ー
ン
「
直
畳
瞳
舎
」
か
ら
生
ま
れ
る
観
念
は
「
非
常
流
動
不
定
」
で
あ
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り
、
そ
の
一
意
味
で
は
反
科
事
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
性
は
、

西
洋
哲
撃
の
最
新
の
情
勢
に
は
む
し
ろ
呼
麿
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

す
な
わ
ち
、
安
斯
坦
(
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
〉
の
相
罰
論
も
「
宇
宙
は
大
流
で
あ
る
」
こ
と
に
根
援
し
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
み
な
相
劃
ぞ
あ

り
、
そ
れ
自
身
で
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」
と
議
掴
拝
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
内
的
動
の
哲
撃
で
あ
る
柏
格
森
(
ベ
ル
グ
ソ
γ
〉
は
、

る宇
宙
の
本
陸
を
「
生
命
」

「
綿
延
(
持
績
)
」
と
み
な
し
、
形
而
上
撃
に
は
「
明
確
な
固
定
的
な
科
撃
概
念
」
で
は
な
く
「
流
動
的
観
念
」
を
用

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
梁
激
漢
に
し
て
み
れ
ば
、
西
洋
哲
撃
の
こ
う
し
た
傾
向
は
、

ま
さ
に
中
園
的
思
考
に
遁
を
聞
く
も
の

で
あ
っ
た
。

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
孔
子
の
仁
と
は
、

か
か
る
前
提
に
立
っ
て
、
孔
子
の
人
生
哲
撃
を
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
最
も
重
要
な
観
念
は

「
生
」
で
あ
る
。

孟
子
の
良
知
良
能
と
は
直
費

正
し
き
を
求
め
善
を
求
め
る
こ
の
鋭
敏
な
本
能
、
情
感
、
直
畳
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
理
と
は
我
自
己



生
命
の
自
然
出
現
化
流
行
の
理
で
あ
る
。
私
心
人
欲
と
は
、
直
魔
に
よ
ら
ず
し
て
理
知
が
計
量
す
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
家
は
本
来
、
生
活
・
を
賛
美

す
る
の
で
あ
り
、
飲
食
男
女
の
本
能
の
F

情
欲
は
み
な
自
然
流
行
に
出
づ
と
し
、
決
し
て
排
斥
し
な
い
の
で
あ
る
。
大
約
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

る
梁
激
慎
の
孔
子
は
、
-
生
の
賛
美
者
、
生
機
主
義
者
の
孔
子
で
あ
り
、

f

こ
こ
に
い
わ
れ
る
「
直
賓
の
仁
」
と
は
、
ま
さ
に
現
代
泰
州
撃
涯
の
主

張
す
る
「
現
成
良
知
」
の
、
民
園
的
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
梁
激
漢
に
見
ら
れ
る
王
心
賛
、
王
東
崖
へ
の
強
い
共
感
は
、
孔
子
の
生

(

4

)

 

活
を
吋
一
組
劃
祭
的
生
活
」
と
強
調
す
る
こ
と
巳
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
o

J

司

-

j

F

1

、4
-

以
上
の
よ
う
な
梁
激
漢
の
情
感
哲
事
、
生
命
哲
撃
と
じ
て
ゆ
儒
教
観
は

1

朱
謙
之
の
唯
情
哲
皐
に
-
き
わ
め
て
強
く
反
映
さ
れ
て
く
る
。
朱
謙

之
は
梁
激
漢
の
情
感
哲
拳
を
，よ
り
個
人
的
、
情
緒
的
に
、
よ
り
賞
践
的
に
護
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

朱
謙
之
の
「
唯
情
一哲
謬
」
は
、
一
九
一
一
二
J
二
三
年
に
か
け
て
『
民
鐸
」
に
掲
載
さ
、れ
た
一
連
の
文
章
に
そ
の
精
髄
を
見
る
こ
と
が
で
き

(

必

)
る
。
も
っ
と
も
彼
に
し
て
も
、
虚
無
主
義
の
書
『
革
命
哲
事
』
か
ら
一
気
に
こ
こ
に
至
っ
た
わ
け
で
は
な
く
け
し
ぼ
し
た
ゆ
と
う
期
聞
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
の
開
、
二
二
年
四
月
に
は
、
例
の
、
園
梓
傾
向
の
「
朱
君
の
古
屋

4

」
と
し
て
周
作
人
に
警
戒
さ
れ
た
『
古
事
尼
言
』
ハ
泰
東
圃
書

(
必
〉

局
〉
が
出
版
さ
れ
、
十
月
に
は
創
造
社
叢
書
の
五
と
し
て
『
無
元
哲
撃
』
(
泰
東
園
書
局
)
一
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
に
至
っ
て
、

一虚
無
主

義
を
語
り
つ
つ
も
、
人
間
世
に
お
け
る
民
生
命
の
寅
現
を
確
信
す
る
「
宇
宙
翻
の
根
本
獲
換
」
が
み
と
め
ら
れ
、
思
想
の
分
岐
黙
に
な
っ
た
こ

〈
H
H
)

と
を
、
朱
は
自
ら
述
懐
し
て
い
る
一。

、

一

時

'

さ
て
、
『
民
鐸
』
掲
載
の
「
唯
情
哲
事
護
端
」

、お
よ
び
「
宇
宙
生
命
|
|
員
情
之
流
」
を
み
て
み
よ
う
c

こ
こ
に
は
「
唯
情
哲
事
」
f

の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
、
あ
る
「
民
情
の
流
」
と
い
う
概
念
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

-73 ~ 

そ

も

そ

も

、

宇

宙

開

に

充

塞

し

て

い

る

の

は

、

「

員

情

の

流

」

は
、
心
の
経
験
か
ら
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
本
づ
く
と
こ
ろ
が
無
い
わ
け
で
は
な
く
、

て
い
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
「
情
」
は
自
然
な
も
の
で
あ
り
、

も
と
こ
の
活
設
流
通
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
:
:
:
我
が
こ
の
唯
情
哲
事

お
お
む
ね
み
な
周
易
中
に
備
わ
っ

「
情
」
は
直
感
的
で
あ
り
、
「
偶
」
は

73 

理
知
的
で
あ
る
。

「儒」

「
僑
」
は
人
魚
的
な
も
の
で
あ
る
。
ー

は
潰
裂
横
決
で
あ
る
。
:
:
:
最
後
に
私
は
敢
え
て
断
言
し
よ
う
、

我
が
哲
事

「情」

は
優
美
和
祭
で
あ
り
‘
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|
|
唯
情
哲
拳
こ
そ
が
孔
家
の
本
来
面
目
で
あ
る
と
。
不
幸
に
し
て
孔
家
の
哲
皐
は
、
孟
子
以
後
、
幾
千
百
年
そ
の
俸
を
失
っ
て
し
ま
っ

主
陽
明
一
涯
の
出
現
に
、
頗
ぶ
る
注
目
す
べ
き
債
値
が
あ
る
。
:
:
:
天
地
寓
物
は
も
と
我
と
一
睡
、
我
と
天
地
は

同(た
流45。
。)中

で
t土
陸
象
山

そ
も
そ
も
、

い
わ
ゆ
る
宇
宙
と
は
、

た
だ
生
と
い
う
こ
の
一
動
の
み
。
:
:
:
生
は
不
断
の
流
れ
で
あ
り
、
時
と
し
て
移
ら
ざ
る
は
な
く
、

動
じ
て
幾
ら
ざ
る
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
す
な
わ
ち
、
一
種
の
溶
解
し
湯
透
し
て
い
く
内
質
的
襲
化
の
持
績
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
繋
僻

俸
に
は
生
生
こ
れ
を
易
と
い
う
と
あ
る
。
:
:
:
今
、
人
が
、
に
わ
か
に
子
供
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
見
れ
ば
、
あ
わ
れ
み
の
心
で
費

え
ず
知
ら
ず
、
海
然
と
し
て
子
供
と
一
瞳
に
な
っ
て
し
ま
う
、
こ
れ
こ
そ
が
浬
然
天
地
蔦
物
一
瞳
の
「
員
情
の
流
」
で
あ
る
。
故
に
程
明

(

必

〉

道
は
「
仁
者
は
天
地
寓
物
を
も
っ
て
一
睡
と
な
す
」
と
い
司
た
の
だ
。

朱
謙
之
が
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
借
り
て
「
持
績
的
創
造
的
進
化
〔
蘇
延
創
化
〕
の
字
宙
生
命
」
と
形
容
し
た
「
員
情
の
流
」
と
は
、
宋
明
理
事
の
、

な
か
ん
ず
く
明
末
に
穎
著
と
な
っ
た
生
生
主
義
に
裏
づ
け
ら
れ
た

「
高
物
一
瞳
の
仁
」

と
同
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

一
見
し
て
悟
ら
れ

-74 ~ 

る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
泰
州
事
、
振
羅
近
漢
の
「
い
わ
ゆ
る
祭
と
は
、
嘱
に
意
う
に
只
こ
れ
個
の
快
活
な
り
。
量
に
快
活
の
外
、
ま
た
い
わ
ゆ
る

築
あ
ら
ん
や
?
生
意
活
濯
に
し
て
、
滞
擬
な
し
。
す
な
わ
ち
こ
れ
聖
賢
の
い
わ
ゆ
る
祭
、
す
な
わ
ち
こ
れ
聖
賢
の
い
わ
ゆ
る
仁
」
と
い
う
祭

(
円
引
〉

撃
の
語
を
引
き
、
仁
H
情
の
快
楽
性
(
生
活
之
築
)
を
い
う
。
朱
謙
之
に
言
わ
せ
れ
ば
、

の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
、
梁
激
混
と
同
じ
く
朱
謙
之
に
お
い
て
も
、

自
己
思
想
の
轄
換
と
は
、

か
か
る
唯
情
哲
事
こ
そ
が

「
孔
家
の
本
来
面
目
」
な

そ
の
思
想
基
盤
を
孔
家
哲
事
へ
回
蹄
さ
せ
る

こ
と
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
の
貼
に
こ
そ
、

「
打
倒
孔
家
庖
L

の
荒
波
を
く
ぐ
っ
た
果
て
の
、
時
代
思
潮
の
動
向
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、
。

そ
し
て
、
朱
謙
之
に
あ
っ
て
、
優
美
和
繁
の
美
意
識
へ
と
高
め
ら
れ
た
「
情
」
に
は
、
信
仰
の
感
情
ま
で
が
と
も
な
わ
れ
て
い
く
。
彼
は
李

石
山
今
へ
の
手
紙
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
白
し
て
い
る
。

懐
疑
は
罪
悪
の
根
源
と
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
:
:
:
懐
疑
の
背
後
に
あ
る
の
は
極
大
の
黒
幕
「
吃
人
的
理
知
」
で
す
。
無
限
絶
封



一の
員
理
は
、
む
し
ろ
員
情
の
信
仰
の
中
に
啓
示
さ
れ
る
の
で
す
。
，
ょ
:
:
以
前
に
は
一
切
を
否
定
し
、

'根
に
閉
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
自
由
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
?
:
:
:
こ
う
し
て
つ
い
に
私
の
理
知
の
目
を
閉
.
さ
さ
し
め
、
大
い
に
員
情

一
切
を
打
破
し
、
自
己
を
せ
ま
い
垣

の
眼
を
聞
か
せ
ま
し
た
。
私
は
今
や
一
費
し
て
楽
天
主
義
者
、
人
道
主
義
者
、
和
卒
主
義
者
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
世
界
を
、
最
も
圏

痛
な
世
界
を
信
じ
ま
す
。
:
:
:
私
は
現
在
絶
劃
に
流
血
の
革
命
を
願
い
ま
せ
ん
。
:
:
:
こ
の
楽
観
の
基
礎
の
上
に
、
毅
然
、
決
然
と
し
て

、J

~

一
絶
劃
自
由
の
員
情
生
活
|
|
無
政
府
に
し
で
調
和
を
え
た
祉
舎
を
主
張
し
ま
す
。

こ
の
思
想
轄
換
の
表
白
に
射
し
、
李
石
与
は
「
あ
な
た
の
以
前
の
手
紙
は
完
全
に
懐
疑
か
ら
出
護
し
、
そ
こ
で
結
論
は
「
虚
無
」
に
掃
し
て
い

ま
し
た
。
あ
な
た
の
こ
の
手
紙
は
以
前
の
論
調
と
一
獲
し
、

d

か
え
っ
て
極
端
に
信
仰
を
主
張
し
、
そ
の
た
め
結
論
は
有
県
情
の
流
」
に
闘
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
二
種
の
説
法
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
性
に
あ
っ
た
も
の
で
、
字
面
の
移
動
に
過
ぎ
ず
、
い
さ
さ
か

も
精
神
上
の
衝
突
は
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
二
遁
の
手
紙
の
出
費
黙
は
と
も
に
「
吃
人
的
理
知
」
に
反
劃
す
る
こ
と
で
あ
り
、
全
精
神
は

(
川
崎
)

「
完
全
」
「
無
限
」
と
い
う
文
字
に
注
が
れ
て
い
る
か
ら
で
す
よ
と
的
確
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

J

，

、

;

T

，-一

い
か
に
も
彼
の
思
想
轄
換
は
、

一懐
疑
か
ら
信
仰
へ
、
虚
無
か
ら
員
情
へ
と
鮮
や
か
な
繁
貌
を
み
せ
る
も
の
の
、
反
輔
さ
れ
た
世
界
に
は
や
は

り
一
貫
し
た
反
知
主
情
の
構
園
が
表
れ
て
い
る
。
呉
稚
障
流
の
皮
相
な
い
い
か
た
を
す
れ
ば
「
悲
観
青
年
の
虚
無
」
が
癒
さ
れ
、
人
生
へ
の
信

頼
、
青
春
の
生
命
力
が
取
り
戻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
虚
無
の
情
は
生
命
の
情
と
襲
わ
り
、
愛
神
に
ぬ
か
ず
く
こ
と
が
彼
の
唯
情

(
川
崎
)

哲
皐
の
貧
践
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
「
虚
無
主
義
者
の
再
生
」
の
あ
か
し
と
し
て
、
音
楽
を
拳
ぷ
モ
ダ
ン
ガ
1
ル
楊
渡
累
〈
呂
田
岡
崎
)
と
の
愛
の
往
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復
書
簡
が
護
表
さ
れ
る
。
人
生
の
最
終
目
的
は
愛
情
だ
と
断
言
す
る
に
い
た
っ
た
朱
の
未
来
の
願
望
は
、
渡
累
の
い
う
「
哲
撃
の
詩
人
」
に
な

る
こ
と
ブ
そ
し
て
同
情
同
調
の
人
と
「
山
林
の
聞
に
長
き
伴
を
結
び
、
吟
風
奔
月
、
傍
花
随
柳
」
の
生
活
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ

(
印
)

ち
、
か
か
る
風
雅
快
楽
一の
人
生
観
こ
そ
が
、
愛
と
美
の
新
孔
教
だ
っ
た
の
で
あ
る
P

だ
、
が
、
「
私
と
富
田
ミ
の
「
吉
岡
O
]
O
弔
問
」
は
不
幸
に
し
て

「
激
漢
撃
波
〈
梁
激
演
、
責
慶
、
王
卒
叔
、
陳
亙
三
等
〉
」
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ

た
。
」
と
自
ら
も
い
う
よ
う
に
、
¥
彼
ら
二
人
の
轡
愛
至
上
主
義
の
生
活
態
度
語
、

必
ず
し
も
周
圏
の
共
感
を
得
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
よ
う

75 



76 

だ
。
と
り
わ
け
、
情
感
哲
撃
と
し
て
の
孔
家
哲
事
へ
の
導
き
手
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
ス
ト
イ
y

ク
な
梁
激
慎
一と
の
あ
い
だ
に
甑
酷
の
生
じ
た

ハ
日
)

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、

一
九
二
三
年
の
北
京
に
始
ま
司
た
二
人
の
同
居
生
活
は
、
二
五
年
か
ら
渡
累
の
死
の
二
八
年
ま
で
、
杭

州
の
西
湖
湖
畔
に
謄
居
し
て
、
執
筆
と
愛
情
の
甘
や
か
な
日
々
が
迭
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
二
四
年
二
月
、
朱

の
『
革
命
哲
周
子
』
に
序
文
を
寄
せ
た
亥
家
騨
が
『
唯
情
哲
拳
』
の
一
書
を
出
版
し
て
、
「
情
人
」
す
な
わ
ち
「
員
生
命
(
員
情
)
の
活
動
個
瞳
」

(
臼
)

の
主
張
を
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
に
付
記
し
、
唯
情
哲
撃
が
決
L
て
朱
謙
之
と
い
う
強
烈
な
個
性
に
か
か
る
孤
立
軍
護
の
思
惟
活
動
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お

わ

り

以
上
、
略
停
的
に
た
ど
っ
て
き
た
、
朱
謙
之
の
「
虚
無
主
義
」
か
ら
「
唯
情
哲
事
」
に
い
た
る
思
想
遍
歴
は
、

魚
に
追
随
す
る
も
の
で
も
あ
ーっ
た
の
だ
が
、
彼
ら
の
か
よ
う
な
方
向
は
、
二

0
年
代
の
思
想
界
の
ど
の
よ
う
な
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。
ひ
と
こ
と
で
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
五
回
新
文
化
運
動
の
反
設
的
継
承
で
あ
っ
た
。

'

「
吃
人
的
理
知
」
と
し
て
示
さ
れ
る
一
貫
し
た
反
理
知
主
義
は
、
先
に
も
指
摘
じ
た
よ
う
に
、
五
四
の
科
事
主
義
院
劃
す
る
ア
ン

理
知
を
否
定
し
て
員
情
を
主
張
す
る
そ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
、
理
H
H
瞳
ょ
し
た
五
回
の
「
吃
人
躍
教
」
、

一
面
で
梁
激
漢
の
思
想
的
轡
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第
一
に
、

チ
テ
l
ゼ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

反
瞳
教
の
流
れ
を
明
確
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
民
族
性
、

「
中
園
式
的
」
を
模
索
す
る
そ
の
態
度
は
、
五
四
の
「
全
盤
欧
化
」
に
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
西
文
化
の
劉

比
と
は
東
方
の
回
復
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
ま
た
老
荘
傍
家
の
「
無
」
の
哲
撃
か
ら
孔
家
の
「
有
」
の
哲
事
へ
の
田
野
で
も
あ
っ
た
。

(

臼

)

第
三
に
、
彼
ら
が
再
評
債
し
た
孔
家
哲
撃
と
は
、
具
瞳
的
に
は
明
代
の
泰
州
事
涯
で
あ
り
、
そ
の
。
率
性
自
然
。
ク
赤
子
之
心
。
の
「
現
成

良
知
」
は
、
梁
に
よ
っ
て
「
直
費
之
仁
」
と
表
現
さ
れ
、
司
寓
物
一
瞳
之
仁
」
は
朱
に
よ
っ
て
宇
宙
生
命
と
し
て
の
「
真
情
之
流
」
と
形
容
さ

れ
た
。
こ
こ
に
願
著
な
こ
と
は
、
彼
ら
に
お
け
る
濃
厚
な
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
撃
の
影
響
で
あ
る
。
孔
家
哲
撃
に
彼
ら
が
震
見
し
た
か
っ
た
も
の
は



動
的
哲
事
、
生
命
哲
挙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ル
グ
ソ

γ
哲
撃
の
受
容
と
は
、
新
青
年
涯
の
一
部
が
受
容
し
必
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
反
震
で
も
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
二

O
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ベ
ル
グ
ソ
ン
等
の
生
命
哲
夢
、
新
唯
心
主
義
の
流
行
は
、
科
事
寓
能
主
義
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
的
機
械
論
的
近
代
科
事
へ
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
決
し
て
科
撃
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
近
代
科
撃
で
は
及
び
得

(

出

〉

ぬ
領
域
の
理
解
を
求
め
た
、
近
代
を
超
え
よ
う
と
す
る
思
索
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
「
科
撃
の
岐
路
を
俳
祖
し
て
い
る
」
と
難

じ
る
朱
謙
之
の
立
場
は
、
む
し
ろ
科
事
的
思
索
を
鉄
い
た
素
朴
な
唯
心
論
の
立
場
で
あ
る
J

我
々
は
こ
こ
に
-
一

I
ダ
ム
の
指
摘
安
思
い
出
す
。

す
な
わ
ち
彼
は
中
園
の
停
統
的
思
惟
、
と
り
わ
け
宋
代
の
新
儒
事
の
本
質
を
「
基
本
的
に
有
機
瞳
哲
撃
で
あ
る
」
と
み
な
し
、
新
儒
家
は
「
主

に
洞
察
力
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ガ
リ
レ
オ
に
相
嘗
す
る
段
階
(
近
代
的
な
理
論
科
息
さ
を
経
過
す
る
と
と
な
く
ホ
ワ
イ
ト
へ

γ
ド

(
寸
九
世

(
お
〉

紀
の
有
機
侵
哲
皐

γに
類
比
で
き
る
位
置
に
達
し
た
」
と
い
う
。
こ
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
朱
謙
之
た
ち
が
中
固
形
而
上
撃
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
撃
に
親

近
性
を
見
い
だ
し
た
の
も
、
あ
な
が
ち
根
擦
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
一
九
二

O
年
前
後
の
中
園
の
思
想
界
で
は
、
そ
の
前
近
代
性
を
克
服
す
る
た
め
の
近
代
科
撃
の
主
張
と
、
す
で
に
欧
州
に
流
行

中
の
、
近
代
科
事
を
超
え
よ
う
と
す
る
新
唯
心
主
義
が
、
ほ
と
ん
ど
時
間
差
も
な
く
受
容
さ
れ
、
そ
の
う
え
に
、
本
来
、
儒
教
が
そ
り
本
質
と

し
て
持
っ
て
い
た
生
命
哲
拳
の
要
素
が
、
科
挙
の
媒
介
な
し
に
新
唯
心
主
義
と
強
い
親
和
力
を
示
す
と
い
う
、

ー相
嘗
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て

い
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
新
思
潮
に
敏
感
に
反
麿
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
外
見
的
に
は
惇
統
思
想
に
回
揮
す
る
も
の
、
『
新
青
年
』

渡
す
な
わ
ち
欧
化
涯
か
ら
は
、
園
梓
主
義
の
勃
興
と
し
て
警
戒
さ
れ
る
一
群
の
哲
事
傾
向
の
出
現
こ
そ
が
、
衣
の
の
「
科
挙
県
人
生
観
(
玄
皐
〉
」

の
論
争
を
生
み
出
す
前
提
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
ふ
れ
え
な
か
っ
た
が
、
日
本
経
由
で
西
洋
思
潮
を
紹
介
し
績
け
た
梁
啓
】

超
の
著
作
活
動
が
、
直
接
間
接
巳
彼
与
に
輿
え
た
影
響
の
思
い
の
外
に
大
き
か
っ
た
こ
と
、
共
有
さ
れ
る
も
の
の
多
か
っ
た
こ
と
を
最
後
に
一

〈
日
山
)

言
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

-

第
四
に
、

- 77-
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詰(
1
〉
エ
ド
ガ
I
・
ス
ノ
l

『
中
園
の
赤
い
星
』

書
)

一
O
三
頁
。

(
2
〉
仲
密
〈
周
作
人
)
「
思
想
界
的
傾
向
」
『
農
報
副
刊
』
一
九
一
一
一
一
年

四
月
一
一
一
一
一
目
。

胡
遁
『
胡
適
的
日
記
(
手
稿
本
〉
』
(
遠
流
出
版
事
業
股
傍
有
限
公
司
、

一
九
八
九
年
)
第
二
加
、
一
九
一
一
一
一
年
四
月
二
四
日
e

〈
3
)

こ
の
時
期
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
『
文
化
哲
皐
』
(
商
務
印
書

館
、
一
九
三
五
年
〉
は
一
九
九

O
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
中

園
皐
界
に
お
い
て
な
お
有
数
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

(
4
〉
易
君
左
『
火
焼
越
家
機
』
三
九
頁
。

呉
虞
『
突
虞
日
記
』
(
四
川
人
民
出
版
社
)
上
、
四
八
三
頁
、
民
園
八

年
八
月
二
八
日
に
も
「
君
毅
来
信
言
、
朱
謙
之
住
北
京
法
科
議
科
、
喜

老
涯
周
易
、
終
日
笹
居
一
室
、
勉
強
拳
問
、
凝
盆
満
座
、
長
如
也
。
人

有
訪
者
、
寒
喧
歎
語
后
便
伏
案
讃
書
、
其
篤
人
如
此
。
」
と
朱
の
強
皐

ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
5
〉
呉
虞
と
は
『
拳
燈
』
に
掲
載
さ
れ
た
朱
の
「
新
奮
之
相
反
相
成
」
を

き
っ
か
け
に
交
友
関
係
が
生
ま
れ
て
い
た
。
朱
は
欧
州
文
豪
復
興
に
鑑

み
、
新
を
主
張
す
る
者
は
古
拳
〈
周
秦
諸
子
鼠
ご
を
修
明
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
し
、
呉
虞
が
老
列
荘
文
の
撃
に
篤
く
、
し
か
も
排
孔
の

論
を
な
し
李
卓
吾
ー
を
顕
彰
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
よ
き
一
例
と
し
た
。

呉
虞
は
さ
っ
そ
く
『
進
歩
』
雑
誌
の
李
卓
吾
別
俸
を
朱
に
塗
っ
て
い

る
。
『
呉
虞
日
記
』
上
、
四
六
二
頁
、
民
園
八
年
五
月
一
四
日
。
四
七

三
頁
、
七
月
一
八
日
。

(

6

)

梁
激
演

『
印
度
哲
拳
概
論
』
で
は
順
世
外
道
を
「
此
波
思
想
、
極
端

〈
松
岡
洋
子
誇
、
筑
摩
叢

輿
印
度
風
土
相
反
。
不
信
党
紳
、
不
信
三
位
、
不
信
霊
魂
、
不
厭
世
、

不
修
行
、
排
一
神
秘
、
向
唯
物
、
其
堅
確
不
易
或
嘆
盛
岡
西
土
唯
物
家
所
希

見
」
と
説
明
し
て
い
る
。
梁
は
一
九
一
七
年
よ
り
北
京
大
暴
で
印
度
哲

拳
を
講
義
、
一
九
一
八
年
に
本
書
を
作
り
、
ま
ず
前
牢
を
印
行
、
一
九

一
九
年
に
完
成
さ
せ
て
一
商
務
印
書
館
よ
り
出
版
。
井
上
園
了
の
『
外
道

哲
皐
』
な
ど
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
朱
は
法
科
生
で
あ
る
が
、
二
人
の

親
密
さ
か
ら
し
て
、
あ
る
い
は
梁
の
講
義
を
聴
講
し
た
か
も
し
れ
ぬ
。

(

7

)

胡
適
「
新
思
想
的
意
義
」
新
思
潮
の
根
本
意
義
は
「
重
新
佑
定
一
切

債
値
」
の
新
態
度
す
な
わ
ち
「
評
剣
的
態
度
」
に
あ
る
と
い
う
。
『
胡

遁
文
存
』
第
一
集
、
径
四
。

(

8

)

ベ
ル
グ
ソ
ン
の

N
J
同
S
N
R
H
な
辺
。
ミ
ミ
ミ
町
内
(

H

8

3

は
、
英
誇
一
本

〉
-
忍
宮
町
Mm-
・・(リミ
ミ
た
福
岡

ghRS司
令

由

H
H
)

、
日
誇
本
金
子
馬
治

『
創
造
的
進
化
』

C
2
6
が
出
さ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
中
園
の
論
壇

で
も
断
片
的
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
や
は
り
本
格
的

な
影
響
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
張
東
孫
誇
『
創
化
論
』

が
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

(

9

)

朱
謙
之
は
A
-
A
の
署
名
で
次
の
よ
う
な
文
章
を
書

い
て
い
た
。

「
近
代
哲
皐
興
奮
闘
主
義
」
一
一
腕
、
「
革
命
家
的
性
格
和
精
神
」
二
鋭
、

「
自
由
懲
愛
主
義
」
一
一
一
説
、
「
革
命
的
目
的
奥
手
段
」
四
鋭
、
「
破
嬢

奥
感
情
衝
動
」
五
域
、
「
革
命
輿
哲
皐
」
六
、
七
披
ハ
筆
者
未
見
〉
。

(
叩
)
易
君
左
『
火
焼
越
家
棲
』
三
六
頁
。

(
江
)
責
凌
霜
「
批
評
朱
謙
之
君
無
政
府
共
産
主
義
的
批
評
」

拳
生
週
刊
』
七
続
。

朱
謙
之
「
再
評
無
政
府
共
産
主
義
」

- 78ー

『
北
京
大
間
宇

『
同
』
九
説
、
一

O
説。
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責
凌
霜
「
批
評
朱
謙
之
君
的
無
政
府
共
産
主
義
的
批
評
」

続。

(
ロ
〉
列
悲
「
皐
生
解
放
問
題
』
(
一
排
除
絞
長
制
度
で
こ
排
除
畢
業
制
度

λ

-三
排
除
考
試
制
度
、
四
排
除
暴
位
制
度
)
『
北
京
大
田
学
星
生
週
刊
』
一
一

鋭。
一遅
明
「
慶
止
皐
校
的
考
試
制
度
』
『
同
』
四
銃
J

貌
建
功
「
讃
顔
保
良
先
生
的
〈
我
伺
劉
於
。
慶
止
現
在
事
校
考
試
制

度
。
的
意
見
V
」
『
同
』
九
貌
。

流
水
「
鹿
止
皐
校
一
切
不
良
的
制
度
」
一
『
同
』
一
一
一
抗
。
朱
謙
之
「
反

抗
考
試
問
宣
言
」
一
峯
「
我
的
鹿
止
考
試
後
之
救
済
緋
法
」
『
同
』
一

三
説
。

(
日
〉
朱
謙
之
「
努
働
節
的
祝
詞
」
『
北
京
大
皐
皐
生
週
刊
』
一
四
挽
『
無

政
府
革
命
的
意
義
」
『
同
』
一
七
続
。

(

M

)

獄
中
で
彼
は
以
下
の
よ
う
な
本
を
讃
ん
で
い
た
。
誠
資
易
俸
、
仁
拳
、

孫
文
民
平
設
、
革
命
英
雄
小
停
、
郎
奨
唱
和
集
、
効
後
英
雄
略
、
停
習
録
。

(
日
)
陳
濁
秀
致
胡
遁
『
胡
遁
来
往
書
信
選
』
一

O
七
頁
〈
中
園
佐
倉
科
事

院
近
代
史
研
究
所
、
中
華
民
園
史
組
編
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
)
。

(
時
)
陳
濁
秀
『
濁
秀
文
存
』
巻
二
、
随
感
録
、
九
二
頁
。

ま
た
、
北
京
大
暴
皐
生
の
厭
世
自
殺
に
闘
し
て
、
際
濁
秀
に
「
自
殺

論
」
が
あ
り
、
思
想
の
縛
換
期
に
あ
た
り
近
代
思
想
は
青
年
に
紹
望
を

輿
え
る
。
危
険
な
人
生
観
を
新
思
想
マ
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
設

一〈
。
嘗
時
の
青
年
遠
の
自
殺
に
走
る
閉
塞
感
が
伺
え
る
。

(ロ〉
-
E
初
君
左
『
火
焼
越
家
棲
』
三
七
頁
。

(
日
〉
劉
果
航
致
胡
遁
『
胡
遁
来
往
書
信
選
』
一

O
O頁。

さ
ら
に
劉
果
航
は
、
朱
謙
之
が
佐
倉
に
失
望
し
た
の
は
彼
の
援
表
し
た

『
同
』
一
一
一

「
虚
無
主
義
レ
に
だ
れ
，も
批
評
を
加
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
み
て
、
慰

め
の
た
め
に
「
批
評
朱
謙
之
虚
無
主
義
的
思
想
」
と
い
う
文
を
自
分
が

用
意
し
て
い
る
と
口
に
し
て
彼
勺に
期
待
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、
つ
い
て

は
何
か
参
考
に
な
る
意
見
を
示
し
て
ほ
し
い
、
と
も
胡
遁
に
要
望
し
て

い
る
。

e

.

(
刊
出
〉
朱
謙
之
「
虚
無
主
義
者
的
再
生
」
円
民
鐸
』
回
一
巻
四
披
(
原
載
民
園

白
報
)
九
頁
。

(
却
)
施
存
続
寸
奮
闘
輿
互
助
」
『
売
悟
』
一
九
二

O
年一

O
月
一
四
目
。

ま
た
こ
の
関
、
同
紙
に
お
い
て
朱
謙
之
の
自
殺
未
遂
事
件
を
め
ぐ
っ
て

の
耀
酬
が
あ
る
。

郷
賢
宗
致
謙
之
「
篤
什
h
h
要
自
殺
」
一

O
丹
一
日
。
「
朱
謙
之
解
簿
自

殺
的
信
」
一

O
月
一
三
目
。

(
幻
〉
朱
謙
之
致
胡
遁
『
胡
遁
来
往
書
信
選
』
一
二
六
頁
、
一
九
一
一
一
(
?
)

年
二
月
二
六
日
。

(
忽
)
「
太
朴
答
存
統
的
信
」
『
究
悟
』
一
九
一
=
年
五
月
一
八
日
。

太
朴
め
こ
の
手
紙
は
、
五
月
一

O
日
に
施
存
続
が
同
紙
通
信
欄
に
「
経

済
組
織
輿
自
由
卒
等
」
と
題
し
て
、
太
朴
が
「
無
政
府
主
義
輿
中
園
」

J

に
批
剣
し
て
い
る
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
4

我
々
の
賛
同
L
て
い
る
4

マ
ル
ク

ス
主
義
と
は
別
物
だ
、
と
反
論
し
た
の
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

太
朴
は
「
無
政
府
主
義
輿
中
園
」
は
ま
だ
褒
表
す
る
気
が
な
か
っ
た
の

に
『
自
由
』
誌
の
編
集
者
が
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
、
と
も

簿
明
心
て
い
る
。
こ
れ
に
封
す
る
陳
濁
秀
め
批
剣
「
中
園
式
的
無
政
府

主
義
」
は
『
新
青
年
』
九
巻
一
挽
に
掲
載
、
そ
れ
に
謝
し
て
、
太
朴
は

六
月
二
七
日
の
『
舞
悟
』
に
「
質
陳
濁
秀
先
生
い
を
南
京
か
ら
寄
稿
し

て
い
る
。
ま
た
施
存
統
と
太
朴
の
論
戦
は
、
同
紙
七
月
一
五
日
、
光
亮
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ご
封
答
覆
中
園
式
的
無
政
府
主
義
者
的
信
」
。
七
月
一
七
日
、
太
朴

「
論
中
園
式
的
安
那
其
主
義
答
光
亮
」
。
七
月
一
一
一
一
目
、
光
亮
「
再
奥

太
朴
主
義
底
選
揮
」。

ハ
勾
〉
朱
謙
之
「
開
明
専
制
、
致
陳
濁
秀
」
『
新
青
年
』
九
巻
一
一
一
貌
。

(
但
〉
『
県
農
日
記
』
上
、
五
九
八
頁
、
民
圏
一

O
年
五
月
一
一
一
一
目
。

(
お
)
『
胡
遁
的
日
記
(
手
稿
本
〉
』
第
一
加
、
一
九
一
一
一
年
五
月
一
九
日

に
「
鳴
呼
蘇
梅
」
事
件
の
い
き
さ
つ
と
、
ま
も
な
く
出
家
す
る
身
の
朱

謙
之
が
身
代
わ
り
に
汚
名
を
着
ょ
う
と
申
し
出
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

(
お
〉
『
濁
秀
文
存
』
巻
三
、
遁
信
、
二
六
六
頁
、
皆
卒
の
陳
濁
秀
あ
て
五

月
二
六
日
付
書
簡
「
不
過
近
来
易
家
鍛
朱
謙
之
二
君
|
|
先
生
所
指
震

無
基
本
科
皐
根
抵
閏
|
|
行
事
一
一
是
犯
倣
「
鳴
呼
蘇
梅
」
的
嫌
疑
、

一
是
上
菊
動
院
出
家
、
使
我
究
得
那
種
未
受
「
科
皐
的
西
北
風
吹
過
」

的
所
謂
哲
準
的
頭
脳
簡
直
是
算
不
佳
的
」
。
濁
秀
の
皆
卒
あ
て
六
月
一

日
付
書
簡
「
聴
設
朱
謙
之
也
頗
カ
察
、
可
惜
頭
脳
裏
信
用
中
園
印
度
的
昏

鋭
思
想
占
領
了
、
不
知
道
用
科
準
的
方
法
研
究
人
事
物
質
底
分
析
。
他

此
時
雄
然
出
了
家
、
而
我
敢
説
他
出
家
不
舎
長
久
」
。
こ
こ
に
陳
濁
秀

が
朱
謙
之
の
出
家
を
長
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
ふ
ん
で
い
る
の
が
面
白

B
V
 

(
幻
〉
呉
啓
軒
「
朱
謙
之
不
是
震
厭
世
而
出
家
企
還
是
震
救
世
而
奮
闘
!
」

『
展
報
』
民
園
一

O
年
、
五
月
一
一
一

O
目。

(
お
)
イ
ン
ド
哲
皐
の
講
師
と
し
て
北
京
大
拳
に
招
か
れ
た
梁
激
演
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
時
黙
か
ら
彼
自
身
の
関
心
は
儒
数
に
も
向
か
っ
て
い
た
と

い
う
。
北
大
出
校
の
第
一
日
目
、
禁
校
長
と
曾
見
し
た
彼
が
渡
し
た
も

の
は
、
孔
子
に
封
し
て
ど
ん
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
質
問
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
一
九
一
八
年
一

O
月
に
東
方
哲
皐
ハ
傍
儒
〉
を
研
究
す

る
皐
生
を
募
っ
た
が
、
そ
の
数
は
家
々
た
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
一

一
月
に
は
孔
子
哲
拳
第
一
次
研
究
曾
で
講
演
し
て
い
る
。
一
九
二

O
年

九
月
に
は
イ
ン
ド
哲
象
の
三
時
閲
を
東
西
文
化
に
あ
て
、
唯
識
哲
拳
二

時
聞
は
休
み
に
す
る
、
と
い
う
具
合
に
、
孔
家
哲
拳
へ
の
傾
斜
が
み
ら

れ
る
。
在
東
林
『
梁
激
演
問
答
録
』
(
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八

年
)
四

O
頁。

(
m
U
)

梁
激
演
「
紀
念
熊
十
カ
先
生
」
『
玄
園
論
皐
集
』
(
一
一
一
聯
書
庖
、
一

九
九
O
年
)
二
四
頁
。

(
叩
〉
郭
沫
若
『
創
造
十
年
』
(
東
洋
文
庫
、
卒
凡
社
〉
一
七
九
頁
。
こ
こ

に
は
初
封
面
の
朱
謙
之
の
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
彼
は

「
粗
い
青
木
綿
の
大
杉
を
着
、
先
の
丸
い
布
靴
を
は
い
て
い
た
。
髪
は

最
も
異
様
で
、
ま
わ
り
の
毛
を
す
っ
か
り
剃
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
、
頭
の
上
に
丸
形
の
フ
ェ
ル
ト
帽
を
の
せ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
」
と

い
う
。
寺
か
ら
出
て
き
て
ま
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

(
但
)
『
郷
振
鐸
年
譜
』
(
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
八
年
〉

一
九
二

O
年
二
月
一
日
、
細
野
振
鐸
等
の
『
新
社
舎
』
の
編
集
員
と
し
て

『
奮
闘
』
の
祉
員
で
あ
る
郭
夢
良
、
徐
其
湘
が
加
入
(
二
八
頁
)
。
一
一
一

月
十
日
、
『
奮
闘
』
三
期
に
「
反
針
。
自
由
懸
愛
。
!
」
を
稜
表
ハ
二

九
頁
〉
。
一
九
一
二
年
四
月
下
旬
、
郭
沫
若
と
出
禽
っ
た
節
振
鐸
は
、

そ
れ
以
後
、
業
紹
鈎
、
朱
謙
之
を
と
も
な
っ
て
郭
を
訪
問
し
て
い
る

ハ
四
七
頁
〉
。

〈
沼
〉
亥
家
撲
公
∞
3
1
5∞
。
〉
北
大
英
文
系
卒
。
「
『
情
』
篤
字
宙
人
生
之

国
民
生
命
:
:
生
命
之
進
化
情
之
流
動
其
義
則
一
、
革
命
哲
皐
、
民
情
生

命
革
命
進
化
的
四
月
一
平
設
」
と
い
う
こ
の
序
文
に
は
、
す
で
に
唯
情
哲
皐
の
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エ
ッ
セ
ン
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(お〉

-
「
微
光
い
は
『
文
嗣
字
句
刊
』
一
二
期
に
愛
表
さ
れ
た
も
の
。

鐸
年
譜
』
五
五
頁
。

(
担
)
梁
激
慣
例
も
ラ
ッ
セ
ル
を
讃
み
「
そ
の
社
曾
必
理
を
談
じ
て
『
衝
動
』

を
設
き
、
純
正
哲
理
を
究
め
て
『
相
績
』
を
明
ら
か
」
に
し
て
い
る
の

は
納
得
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
。
寸
封
於
羅
素
之
不
満
」

一『
激
演
廿
前

亡
、

文
録
』
(
喬
務
印
書
館
〉

(
お
〉
『
民
鐸
』
一
三
巻
一
一
鋭
、
拍
格
森
貌
袋
末
に
ベ
ル
グ
ソ
ン
関
係
の
文
献

目
録
が
あ
る
が
、
そ
の
日
文
参
考
書
の
中
に
H
・4
『・

ω口
O
詳
著
松
本
悟
朗

霧
『
努
働
運
動
h
新
哲
皐
』
原
題

hσ良
一号
と
な
事

gn円
、
定
。
包
』
守

F
E札

N

H
N
S
S書
が
塞
げ
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
主
義
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ

ス
ト
に
い関
す
る
知
識
は
こ
の
よ
う
な
も
の
か
ら
得
た
の
だ
ろ
う
。

(筆

者
未
見
)

(
お
)
『
革
命
哲
暴
』
一
八
三
頁
。
「
我
は
字
宙
の
本
慢
で
あ
る
が
故
に
一

切
を
超
越
し
宇
宙
主
と
な
る
」
の
第
一
俊
よ
り
始
ま
り
、
「
我
は
金
剛
不

僚
で
あ
る
が
故
に
よ
く
一
切
を
破
壊
し
、
一
切
の
破
壊
を
受
け
ず
云
々
」

と
い
う
第
一
六
僚
に
至
る
ま
で
す
べ
て
我
の
紹
劉
性
を
設
い
た
も
の
。

(
幻
〉
黄
土
壁
誇
「
法
圏
魯
務
博
土
物
質
生
滅
論
。
白
日
)
」
『
東
方
雑
誌
』

第
一
二
巻
、
第
四
続
、
第
五
続
。
梁
激
渓
も
『
究
元
決
罪
論
公
沼
町
)
』

に
ル
ボ
ン
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
影
響
で
あ
ろ
ろ
。
梁
激
{演
の
『
究
元

決
疑
論
』
に
つ
い
て
は
後
藤
延
子
「
梁
激
演
の
傍
数
的
人
生
論
会
話
H
)

」

『
荒
木
教
授
退
休
記
念
中
園
哲
皐
史
研
究
論
集
』
門
葦
書
房
有
限
曾
社
V

坂
元
ひ
ろ
子
「
民
園
期
に
お
け
る
梁
激
漢
思
想
の
位
置
づ
け

(
H
8
3」

『
中
園
』
第
五
続
参
照
。

(
お
)
「
高
峰
原
妙
鵡
師
語
録
芹
-『大
日
本
績
磁
経
』
第
一
輯
第
二
編
第
二
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『
鄭
振

七
套
第
四
加
。
-

(ぬ
V

梁
啓
超
円
歌
遊
心
影
録
節
録
』
(
官
軍
掴
問
中
華
書
局
、
一
九
一
一
一
六
年
版
〉

一
二
頁
。
中
園
で
も
よ
く
讃
ま
れ
て
い
た
厨
川
白
村
は
、
そ
の

『近
代

文
暴
十
議
(
S
H
N
〉
』
第
八
講
「
最
近
思
潮
の
ム墾
遜
」
に
お
い
て
、
科

準
高
能
の
風
潮
衰
う
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
プ
リ
ユ
ヌ
テ
ィ
エ
ー

ル
の
「
科
皐
の
破
産

Q
S
S」
と
い
う
こ
と
ば
を
紹
介
し
て
い
る
y
-

(
ω
)

易
君
左
、『
火
焼
越
家
棲
』
七
九
四
頁
。

(
H
U

〉
拙
端
、「
陽
明
率
の
幾
容
と
ク
生
生
。
」
『
鈴
鹿
醤
療
科
昼
食
術
大
祭
紀

一色

要
』
第
一
一
抗
(
一
九
九
四
年
)
一
七
五
頁
参
照
。

(必
v

j『
民
鐸
』
一
一
一
巻
一
一
一
説
「
唯
情
哲
皐
稜
端
」
「
信
仰
輿
懐
疑
」
、
四
巻
一

競
「
美
及
世
界
」
「
汎
神
的
宗
教
」
、
四
巻
、ニ
鋭
「
系
統
哲
拳
導
言
」
、

四
巻
三
貌
「
字
宙
生
命
|
|
興
情
之
流
」
、
四
巻
四
鋭
「
虚
無
主
義
者

的
再
生
」

-
「
我
的
新
孔
数
」
、
四
袋
五
貌
「
論
{
子
市
由
美
育
」
、
五
巻
て

こ
挽
「
↓
個
唯
情
論
者
的
人
生
観
」
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
円
周
易

哲
皐
』
(
上
海
暴
術
研
究
曾
、
一
九
一
一
一
一
一
年
〉
の
母
慢
と
・
な
っ
た
。
こ

の
書
は
筆
者
未
見
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
(
上
部
)
①
形
而
上
皐
的

方
法
、
②
宇
宙
生
命
、
③
流
行
的
進
化
、
④
汎
紳
的
宗
教
、
@
実
及
世

界
、
⑤
名
象
論
、
〈
下
朋
)
①
人
道
主
義
、
②
人
性
論
、

L

③
心
紳
(
寂

奥
感
〉
、
-
④
命
定
乎
?
自
由
乎
?
、
⑤
什
仏
是
躍
。
.
、
命
援
情
、
⑦

無
欲
、
@
行
信
用
中
之
寅
現
、
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。

(
川
町
)
先
に
裂
表
し
た
「
政
微
書
」
「
周
秦
諸
子
皐
統
述
」
「
太
極
新
聞
読
」

の
三
論
文
を
収
録
し
た
も
の
〈
上
海
圃
書
館
蔵
〉
o

f

〈
必
)
『
四
億
』
四
七
頁
。

(
必
〉
朱
謙
之
「
唯
情
哲
皐
稜
端
」
『
民
鐸
』
三
巻
三
続
。

ハ
必
〉
朱
謙
之
「
{
子
宙
生
命

l
l民
情
之
流
」
『
民
鐸
』
四
巻
三
続
。
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(
抑
制
)
朱
謙
之
「
一
個
唯
情
論
者
的
人
生
観
」
『
民
鐸
』
五
巻
て
二
貌
。

(
川
崎
〉
朱
謙
之
「
信
仰
輿
懐
疑
」
『
民
鐸
』
一
一
一
巻
一
一
一
挽
。

(
川
叩
)
楊
波
累
は
一
八
九
九
年
、
長
沙
に
生
る
。
一
九
一
九
年
、
上
海
の
南

洋
女
師
範
卒
業
。
『
少
年
中
園
』
一
巻
四
期
、
婦
女
貌
に
「
興
本
舎
舎

員
論
婦
女
問
題
書
」
一
巻
六
期
に
「
興
本
月
刊
記
者
論
婦
女
問
題
」
を

投
書
。
王
光
析
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
答
M
.
R
.
女
土
」
「
答

A
.
y
.

G
.
女
土
」
の
返
書
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
『
奥
虞
日
記
』
一
九
二

O

年
五
月
一
五
日
(
五
三
八
頁
〉
に
よ
れ
ば
、
相
防
波
累
は
呉
弱
男
及
び
奥

措
(
呉
虞
の
娘
)
と
と
も
に
『
婦
女
月
刊
』
を
組
織
。
一
九
一
一
一
年
に

は
周
南
女
皐
(
丁
玲
と
同
拳
)
か
ら
獄
雲
中
撃
に
縛
入
。
濁
身
主
義
、

人
類
紹
滅
の
主
張
を
し
、
劇
本
「
三
時
期
的
女
子
」
を
書
く
。
一
九
二

二
年
、
北
京
大
率
一
音
祭
俸
習
所
に
入
率
、
朱
謙
之
と
知
り
合
う
。
一
九

二
四
年
、
朱
謙
之
と
の
往
復
書
簡
集
『
荷
心
』
(
泰
東
書
局
)
を
出
版
。

『
民
鍾
報
』
に

「
告
同
胞
富
田」
を
投
稿
。
一
九
二
五
年
「
婦
女
革
命
宣

言
」
。
一
九
二
八
年
四
月
二
四
日
肺
病
で
死
す
。
お
そ
ら
く
時
代
の
最
先

端
を
い
く
開
放
さ
れ
た
女
性
と
し
て
の
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
。
一
九
二

九
年
、
そ
の
遺
稿
約
三

O
高
言
(
同
え
岳
町
白
ミ
司
の
翻
誇
以
外
〉

が
『
波
累
文
存
』
(
泰
東
書
局
)
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

(
印
)
朱
は
新
孔
敬
の
宗
旨
と
し
て
①
愛
と
美
、
②
自
由
懲
愛
紳
聖
、
③

「
無
潟
市
治
L

の
祉
倉
、
を
あ
げ
、
孔
家
の
政
治
理
想
は
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
で
あ
り
「
人
的
生
活
」
を
願
う
と
い
う
。

(
日
〉
奥
稚
障
は
、
朱
の
い
う
「
山
林
の
聞
に
長
き
伴
を
結
び
、
吟
風
奔

月
、
傍
花
随
柳
」
の
句
と
、
書
簡
の
中
で
波
累
が
い
っ
た
「
清
潔
身
慢
」

に
か
ら
ん
で
、
彼
ら
二
人
の
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
ブ
を
「
吃
人
理
知
」
と

邦
撤
し
て
い
る
。
「
致
朱
謙
之
信
|
|
醜
風
雅
的
東
方
文
明
(
一
九
二

四
年
七
月
五
日
〉
」
『
臭
稚
陣
先
生
全
集
』
巻
一
七
雑
著
。
朱
は
梁
激
演

の
『
東
西
文
化
』
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
告
白
し
つ
つ
も
、

梁
の
そ
れ
は
や
は
り
「
無
生
」
に
錫
結
し
て
い
る
と
い
い
〈
「
我
的
新

孔
数
」
)
ま
た
、
梁
は
仁
を
「
安
」
に
つ
い
て
み
る
。
仁
を
内
心
生
活

と
み
な
し
、
人
と
人
が
相
偶
す
る
に
よ
る
の
を
忘
れ
て
い
る
と
も
い
っ

て
ハ
「
一
個
唯
情
論
者
間
人
生
観
」
〉
「
激
演
百
回
」
へ
の
批
剣
を
も
ら

し
て
い
る
。

(
臼
)
実
家
欝
『
唯
情
哲
血
中
』
(
泰
東
図
書
局
〉
上
海
圃
書
館
議
。

〈
臼
)
今
日
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
「
王
事
左
波
」
と
い
う
言
い
方
も
、
朱
謙

之
の
使
用
は
早
い
。
私
達
は
こ
の
語
を
脅
文
甫
の
『
左
波
玉
事
』
ハ
開

明
書
庖
、
一
九
三
四
年
〉
か
ら
馴
染
ん
で
い
る
が
、
朱
の
『
文
化
哲
皐
』

(
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
)
八
七
頁
で
は
、
明
代
を
自
我
哲
皐
時

代
と
し
、
王
拳
の
左
源
〈
王
龍
渓
、
王
心
斎
)
は
全
身
全
霊
の
動
、
生

命
の
動
を
主
と
し
1

自
己
本
心
の
快
活
を
鐙
験
、
そ
の
根
本
哲
彦
は
快

祭
の
人
生
だ
と
い
う
。
序
に
よ
れ
ば
こ
の
書
は
一
九
一
一
一
一
一
一
年
に
書
か
れ

て
い
る
。

(
臼
〉
『
民
鐸
』
三
径
二
貌
「
論
柏
格
森
哲
皐
」
。

(
日
)
エ

1
ダ
ム
『
中
園
の
科
皐
と
文
明
』
〈
思
索
祉
〉
第
三
巻
、
五

O
七

頁
。
ち
な
み
に
ニ

l
ダ
ム
は
朱
謙
之
の
『
中
園
思
想
封
子
欧
州
的
影

響
』
(
一
商
務
印
書
館
、
一
九
四

O
年
)
に
も
興
味
を
示
し
て
い
た
。
ニ

ー
ダ
ム
『
同
書
』
五
四
八
頁
。

(
回
)
項
目
だ
け
で
も
あ
げ
て
み
れ
ば
、
日
本
併
数
皐
の
紹
介
、
朱
謙
之
の

虚
無
主
義
へ
影
響
を
奥
え
た
キ
ッ
ド
「
死
の
進
化
論
」
の
紹
介
、
ベ
ル

グ
ソ
ン
、
ォ
イ
ケ
ン
へ
の
注
目
、
科
暴
破
産
の
主
張
、
俸
統
中
園
の
政

治
笹
質
と
し
て
の
ア
ナ
ー
キ
ー
性
の
主
張
な
ど
。
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THE REBIRTH OF Ａ NIHILIST

Mori Noriko

　　

In 1920, Zhu Qian-zhi 朱謙之，ａ student at Peking University, advo-

cated the adoption of a position of nihilism and anarchism. Zhu's deｖｏ･

tion to the study of traditional learning, in particular the teachings of

Buddhism and Taoism, was influential in the formation of his position

which insisted on ａ revolution of the cosmos.　　This metaphysical aspect

of Zhu's thought was so pronounced that it caused Chen Ｄｕ-χill 陳猫秀

and other Marxists of the time to criticize him harshly｡

　　

This controversy can be more properly regarded as harbinger of ａ

conflict between science and philosophy, rather than as ａ ＣＯｎ日ictbetween

anarchism and Bolshevism. However, at the time when Liang Shu-ming

梁漱涙pｕblished＾ＭＳｔｅｒｎ ａｎｄ Ｗｅｓtｅｒｎｃｕlｔｕｒｅｓａｎｄ theiｒ夕hiloｓｏｐｈｉｅｓ

東西文化及其哲學, Zhu abandoned the position of nihilism and instead

began to advocate ａ position of “emotionalism” 唯情哲學.　With this

position, Zhu emphasized the “current of true emotion”; ａ focus that Zhu

developed under the influence of Liang's Confucianism and vitalism. In

other words, Zhu's position of “emotionalism” was a blend of the late-Ming

Neo-Confucian teaching that “the humane man forms one body with all

things

　

under

　

Heaven-and-earth”萬物一堕之仁, together with Bergson's

“e'lan vital”｡

　　

In sum, this position was antithetical to the main trend of the New

Culture Movement, which promoted ａ position of scientific inquiry, whole-

sale westernization, and the adoption of Ｍａｒχism. Zhu's position was

developed, however, in reaction to the new current of European thought

which arose in connection with the reconsideration of modern science in

the early twentieth century.

－３




